
＊出口については、採用と大学教育の未来に関する産学協議会・報告書「Society5.0に向けた大学教育と採用に関する考え方」（2020年3月）を参考に作成

　
志
願
者
数
の
減
少
や
就
職
内
定
率
の

低
下
と
い
っ
た
厳
し
い
環
境
の
中
、
今

大
学
が
注
力
す
べ
き
課
題
の
一
つ
に

「
学
修
成
果
の
可
視
化
」
が
あ
り
ま
す
。

学
修
者
本
位
の
教
育
を
推
進
す
る
原
動

力
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高

校
も
産
業
界
も
、
大
学
で
学
生
が
「
何

を
学
び
、
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
」
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
高
大

社
の
接
続
強
化
に
欠
か
せ
な
い
要
素
に

な
り
つ
つ
あ
る
か
ら
で
す
【
図
表
１
】。

遠
隔
授
業
へ
の
対
応
を
通
し
て
、
   ＊1
　Ｌ

Ｍ
Ｓ
の
活
用
が
広
が
っ
た
今
は
、
そ
の

デ
ー
タ
を
用
い
た
可
視
化
を
全
学
で
進

め
る
好
機
で
も
あ
り
ま
す
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
を
通
し
て
学
生

の
主
体
的
な
学
び
を
促
し
、
彼
ら
の
成

長
し
た
姿
を
高
校
や
産
業
界
に
伝
え
て

関
係
を
深
め
、
募
集
と
人
材
育
成
を
強

化
す
る
―
―
こ
の
循
環
の
構
築
こ
そ

が
、大
学
の〝
募
集
力
〞だ
と
言
え
ま
す
。

　
大
学
の
現
況
を
「
入
り
口
」（
入
試
）

か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
２
０
２
１

年
度
入
試
で
は
、国
公
私
立
大
と
も
に
、

一
般
選
抜
の
志
願
者
数
が
減
少
し
ま
し

た
【
図
表
２
】。
特
に
私
立
大
は
大
幅

な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
【
図
表
３
】。

　
各
エ
リ
ア
の
   ＊2
　高
校
教
員
に
聞
い
た

受
験
生
の
動
向
を
ま
と
め
る
と
、
早
く

進
学
先
を
決
め
た
い
生
徒
は
指
定
校
推

薦
を
利
用
。
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦

型
選
抜
で
は
、
部
活
動
の
大
会
な
ど
が

中
止
さ
れ
、
ア
ピ
ー
ル
材
料
が
不
足
し

た
こ
と
で
出
願
を
見
送
る
生
徒
が
少
な

か
ら
ず
お
り
、
出
願
者
数
は
例
年
並
み

か
、
そ
れ
以
下
に
落
ち
着
い
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
一
方
、
一
般
選
抜
で
は
、

新
た
に
導
入
さ
れ
た
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
対
す
る
懸
念
、
家
庭
の
経
済
状

況
の
悪
化
な
ど
か
ら
、
受
験
生
や
保
護

者
が
積
極
的
に
出
願
校
数
を
増
や
す
心

理
状
態
に
な
く
、
結
果
的
に
志
願
者
数

減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
の
見
方
で
す
。

　
今
後
は
、
18
歳
人
口
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
か
ら
、
志
願
者
数
減
少
に
よ
る

競
争
緩
和
も
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
高
校
の
進
路
指
導
は
ど
う

変
化
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
取
材
し
た

高
校
教
員
が
口
を
そ
ろ
え
て
話
し
て
い

た
の
が
、「
高
校
教
育
の
変
化
に
対
応

し
て
、
進
路
指
導
で
重
視
す
る
情
報
も

変
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
２
０
２
２
年
度
の
新
課
程
導
入
を
控

え
、
多
く
の
高
校
で
今
、
探
究
学
習
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
社
会
に

対
し
て
自
分
な
り
の
問
い
を
立
て
て
解

決
策
を
探
る
と
い
っ
た
、
探
究
学
習
で

得
た
経
験
は
、
生
徒
が
自
分
の
将
来
を

考
え
る
際
の
軸
に
な
る
も
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
社
会
課
題
の
解
決
を
将
来

の
目
標
に
据
え
、
そ
の
力
を
身
に
付
け

る
手
段
と
し
て
大
学
を
選
ぶ
高
校
生
が

増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
先
輩
た
ち

が
大
学
で
「
何
を
学
び
、
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
」
は
、
高
校
生
に

と
っ
て
志
望
校
選
び
の
貴
重
な
情
報
に

な
る
は
ず
で
す
。

　
続
い
て
、「
出
口
」（
就
職
）
の
状
況

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
２
０
２
１
年
３

月
卒
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
影
を
落
と
し
、
前
年
よ
り
も

低
下
し
ま
し
た
【
図
表
４
】。
急
速
な

回
復
は
考
え
に
く
く
、
厳
し
い
状
況
が

数
年
は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
、
出
口
の
支
援
を
強
化
す
る
に
は
、

大
学
と
産
業
界
の
関
係
の
変
化
を
ふ
ま

え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
象
徴
が
、
経
団
連
が
大
学
に
働

き
か
け
て
２
０
１
９
年
に
立
ち
上
げ
た

   ＊3
　「産
学
協
議
会
」
で
す
。
同
会
が
取

り
組
む
の
は
、Society5.0

の
実
現

に
向
け
た
産
学
協
働
で
の
人
材
育
成
。

背
景
に
は
、
企
業
と
大
学
が
バ
ラ
バ
ラ

に
人
材
育
成
を
し
て
い
た
の
で
は
、
海

外
の
巨
大
企
業
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い

と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
活
動
内
容
が
「
10
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
２
０
２
０
年
３

月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
【
図
表
５
】。
そ

こ
に
は
、
学
生
が
大
学
教
育
を
通
じ
て

身
に
付
け
た
ス
キ
ル
・
資
質
・
能
力
を

採
用
選
考
で
評
価
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
お
り
、本
年
4
月
に
発
表
さ
れ
た
   ＊4
２

０
２
１
年
度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
も
、

こ
れ
ら
の
見
え
る
化
に
資
す
る
取
り
組

み
の
検
討
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
領
域
に
挑
戦
し
、
社
会
に
付

加
価
値
を
も
た
ら
す
人
材
の
育
成
は
、

産
学
共
通
の
願
い
の
は
ず
で
す
。
大
学

が
学
生
の
成
長
ぶ
り
を
産
業
界
に
示
す

こ
と
で
、
両
者
の
人
材
育
成
で
の
連
携

が
さ
ら
に
深
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
高
校
や
産
業
界
と
の
関
係
を
深
め
る

に
は
、
前
提
と
な
る
大
学
で
の
教
育
改

革
や
広
報
の
強
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
教
育
改
革
で
は
、文
部
科
学
省
の「
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専
教
育

高
度
化
プ
ラ
ン
」
に
採
択
さ
れ
た
各
大

学
の
改
革
案
が
参
考
に
な
り
ま
す
【
図

表
６
】。
同
プ
ラ
ン
は
、
２
０
２
０
年

度
の
第
３
次
補
正
予
算
の
中
で
決
定
し

た
予
算
額
60
億
円
の
事
業
で
、
２
つ
の

取
り
組
み
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
取
組
①「
学
修
者
本
位
の
教
育
の
実

現
」
は
、Ｌ
Ｍ
Ｓ
に
蓄
積
さ
れ
た
学
生

の
学
修
ロ
グ
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
し
、
個
別

最
適
な
教
育
の
実
現
な
ど
を
め
ざ
す
取

り
組
み
で
す
。
取
組
②「
学
び
の
質
の

向
上
」
は
、    ＊5
　Ｖ
Ｒ
技
術
を
活
用
し
た
実

験
・
実
習
な
ど
、
こ
れ
ま
で
遠
隔
授
業

で
は
困
難
と
思
わ
れ
て
い
た
内
容
に
挑

戦
す
る
も
の
で
す
。Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
デ
ー
タ
を

活
用
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
大
学

の
専
売
特
許
で
あ
っ
た
き
め
細
か
な
指

導
を
、
大
規
模
大
学
で
も
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
逆
に
、
小
規
模
大

学
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
世

界
に
学
び
の
場
を
広
げ
、
他
大
学
の
学

生
と
の
協
働
学
修
や
分
野
横
断
型
の
学

び
を
実
現
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
デ

ジ
タ
ル
活
用
に
よ
り
、
教
育
改
革
で
実

現
で
き
る
選
択
肢
は
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
共
愛

学
園
前
橋
国
際
大
学
（
P.
28
）
と
芝
浦

工
業
大
学
（
P.
30
）
は
、
ど
ち
ら
も
取

組
①
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
大

学
と
も
採
択
前
か
ら
学
修
者
本
位
の
教

育
を
推
進
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
活
用

に
よ
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
る
考
え
で
す
。

　
教
育
力
を
伝
え
る
広
報
で
は
、
自
学

の
教
育
の
全
体
像
を
伝
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。大
学
は
教
育
改
革
を「
ビ
ジ
ョ

ン
（
人
材
像
の
策
定
）↓
プ
ロ
セ
ス
（
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
）↓
エ
ビ
デ
ン

ス
（
学
修
成
果
の
検
証
）」
の
順
で
進

め
ま
す
が
、
学
外
の
人
は
そ
れ
を
「
エ

ビ
デ
ン
ス
（
学
修
成
果
へ
の
注
目
）↓

プ
ロ
セ
ス（
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
理
解
）

↓
ビ
ジ
ョ
ン
（
人
材
像
へ
の
共
感
）」

の
順
で
認
識
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
、
プ
ロ
セ

ス
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
バ
ラ
バ
ラ
に
伝
え
る

の
で
は
な
く
、
こ
の
３
つ
を
つ
な
げ
た

ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
こ
と
で
す
。

　
高
知
工
科
大
学
（
P.
32
）
は
、
自

学
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
へ
の
広
報

で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
効
果
的
に
活
用
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
「
入
り
口
」
で
あ
る
学
生
募

集
は
、
18
歳
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
ま
す
。

　
入
試
や
新
生
活
に
対
す
る
高
校
生
や

保
護
者
の
〝
不
安
〞
に
応
え
る
こ
と
と

併
せ
て
、「
エ
ビ
デ
ン
ス
、
プ
ロ
セ
ス
、

ビ
ジ
ョ
ン
」で
自
学
の
教
育
力
を
語
り
、

そ
の
〝
期
待
〞
を
高
め
る
こ
と
が
、
教

育
改
革
が
進
む
中
で
、
学
生
募
集
力
を

高
め
る
最
も
効
果
的
な
方
法
で
あ
る
は

ず
で
す
。
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【図表2】国公私立大ともに、志願者数は減少 ～2021年度入試一般選抜対前年志願者指数

【図表1】学修成果を可視化し、教育・学生募集・就職支援に生かす

【図表3】

私立大で
志願者数減少が加速 
～私立大一般選抜
志願者数の推移
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＊2014～2020年度は文部科学省資料より。
2021年度は2020年度の志願者数に
豊島継男事務所集計の
対前年指数86をかけあわせて算出
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志願者数の
減少

高校教育の変化
探究学習を基にした

進路研究
▶大学は課題解決力を
身に付けるための手段

就職内定率の
低下

企業採用の変化
Society5.0の実現を

主導する人材を産学で育成
▶採用で学修成果を

積極的に評価
学修者本位の教育の推進

学修成果の
可視化

大学の中身
遠隔授業への対応
（LMSの活用）

出口入り口

高
校
、企
業
の
関
心
は

何
を
学
び
、身
に
付
け
た
か

探
究
学
習
の
進
展
に
よ
り

大
学
の
選
び
方
が
変
わ
る

特集  教育力×広報力＝募集力へ！

18歳人口の減少にコロナ禍の影響が加わり、

今後の学生募集は厳しい展開となることが予想される。

生き残るために必要なのは、

不確実な社会に適応する人材を育てる確かな教育力と、

その教育力をエビデンスと共に学外に伝え

自学ならではのブランドの構築を可能にする広報力だ。

教育力×広報力
=募集力へ！

＊1 Learning Management System（学修管理システム）＊2 主にはP.18～23の高校教員にヒアリングによる

学生の成長を可視化し、
教育への期待を高める広報を

問題
提起



Society 5.0の大学教育の実現に向けて

Society 5.0の採用とインターンシップの実現に向けて
４．【大学・企業】インターンシップの再定義

５．【企業】大学の学修や学事日程に配慮した採用、
　　　　インターンシップの実施

６．【企業】雇用形態の多様化の実態を情報発信。
　　　　求めるスキル・資質・能力を明確にし、
　　　　大学等での学修成果を積極的に評価

７．【大学】教育の質保証を通じて、
　　　　学生が身に付けたスキル・資質・能力を明確化

８．【大学】多様な学びを促すための卒業時期の複線化。
　　　　大学主導の就職支援の強化

地域活性化人材の育成に向けて
９．地域産業界と大学の対話促進

フォローアップに向けて
10.上記アクションプランの推進

＊「産学協議会10のアクションプラン」を基に編集部で作成＊文部科学省「『デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン』実施機関の決定について」（2021年３月）を基に編集部にて作成

１．【大学・企業】「組織対組織」の中長期的な連携を推進

２．【企業】大学等での学び直し奨励

３．【大学】大学での文理横断教育の充実や、
　　　　リカレント教育の情報発信

　
志
願
者
数
の
減
少
や
就
職
内
定
率
の

低
下
と
い
っ
た
厳
し
い
環
境
の
中
、
今

大
学
が
注
力
す
べ
き
課
題
の
一
つ
に

「
学
修
成
果
の
可
視
化
」
が
あ
り
ま
す
。

学
修
者
本
位
の
教
育
を
推
進
す
る
原
動

力
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高

校
も
産
業
界
も
、
大
学
で
学
生
が
「
何

を
学
び
、
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
」
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
高
大

社
の
接
続
強
化
に
欠
か
せ
な
い
要
素
に

な
り
つ
つ
あ
る
か
ら
で
す
【
図
表
１
】。

遠
隔
授
業
へ
の
対
応
を
通
し
て
、
   ＊1
　Ｌ

Ｍ
Ｓ
の
活
用
が
広
が
っ
た
今
は
、
そ
の

デ
ー
タ
を
用
い
た
可
視
化
を
全
学
で
進

め
る
好
機
で
も
あ
り
ま
す
。

　
学
修
成
果
の
可
視
化
を
通
し
て
学
生

の
主
体
的
な
学
び
を
促
し
、
彼
ら
の
成

長
し
た
姿
を
高
校
や
産
業
界
に
伝
え
て

関
係
を
深
め
、
募
集
と
人
材
育
成
を
強

化
す
る
―
―
こ
の
循
環
の
構
築
こ
そ

が
、大
学
の〝
募
集
力
〞だ
と
言
え
ま
す
。

　
大
学
の
現
況
を
「
入
り
口
」（
入
試
）

か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
２
０
２
１

年
度
入
試
で
は
、国
公
私
立
大
と
も
に
、

一
般
選
抜
の
志
願
者
数
が
減
少
し
ま
し

た
【
図
表
２
】。
特
に
私
立
大
は
大
幅

な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
【
図
表
３
】。

　
各
エ
リ
ア
の
   ＊2
　高
校
教
員
に
聞
い
た

受
験
生
の
動
向
を
ま
と
め
る
と
、
早
く

進
学
先
を
決
め
た
い
生
徒
は
指
定
校
推

薦
を
利
用
。
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦

型
選
抜
で
は
、
部
活
動
の
大
会
な
ど
が

中
止
さ
れ
、
ア
ピ
ー
ル
材
料
が
不
足
し

た
こ
と
で
出
願
を
見
送
る
生
徒
が
少
な

か
ら
ず
お
り
、
出
願
者
数
は
例
年
並
み

か
、
そ
れ
以
下
に
落
ち
着
い
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
一
方
、
一
般
選
抜
で
は
、

新
た
に
導
入
さ
れ
た
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
対
す
る
懸
念
、
家
庭
の
経
済
状

況
の
悪
化
な
ど
か
ら
、
受
験
生
や
保
護

者
が
積
極
的
に
出
願
校
数
を
増
や
す
心

理
状
態
に
な
く
、
結
果
的
に
志
願
者
数

減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
の
見
方
で
す
。

　
今
後
は
、
18
歳
人
口
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
か
ら
、
志
願
者
数
減
少
に
よ
る

競
争
緩
和
も
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
高
校
の
進
路
指
導
は
ど
う

変
化
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
取
材
し
た

高
校
教
員
が
口
を
そ
ろ
え
て
話
し
て
い

た
の
が
、「
高
校
教
育
の
変
化
に
対
応

し
て
、
進
路
指
導
で
重
視
す
る
情
報
も

変
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
２
０
２
２
年
度
の
新
課
程
導
入
を
控

え
、
多
く
の
高
校
で
今
、
探
究
学
習
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
社
会
に

対
し
て
自
分
な
り
の
問
い
を
立
て
て
解

決
策
を
探
る
と
い
っ
た
、
探
究
学
習
で

得
た
経
験
は
、
生
徒
が
自
分
の
将
来
を

考
え
る
際
の
軸
に
な
る
も
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
社
会
課
題
の
解
決
を
将
来

の
目
標
に
据
え
、
そ
の
力
を
身
に
付
け

る
手
段
と
し
て
大
学
を
選
ぶ
高
校
生
が

増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
先
輩
た
ち

が
大
学
で
「
何
を
学
び
、
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
」
は
、
高
校
生
に

と
っ
て
志
望
校
選
び
の
貴
重
な
情
報
に

な
る
は
ず
で
す
。

　
続
い
て
、「
出
口
」（
就
職
）
の
状
況

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
２
０
２
１
年
３

月
卒
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
影
を
落
と
し
、
前
年
よ
り
も

低
下
し
ま
し
た
【
図
表
４
】。
急
速
な

回
復
は
考
え
に
く
く
、
厳
し
い
状
況
が

数
年
は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
、
出
口
の
支
援
を
強
化
す
る
に
は
、

大
学
と
産
業
界
の
関
係
の
変
化
を
ふ
ま

え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
象
徴
が
、
経
団
連
が
大
学
に
働

き
か
け
て
２
０
１
９
年
に
立
ち
上
げ
た

   ＊3
　「産
学
協
議
会
」
で
す
。
同
会
が
取

り
組
む
の
は
、Society5.0

の
実
現

に
向
け
た
産
学
協
働
で
の
人
材
育
成
。

背
景
に
は
、
企
業
と
大
学
が
バ
ラ
バ
ラ

に
人
材
育
成
を
し
て
い
た
の
で
は
、
海

外
の
巨
大
企
業
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い

と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
活
動
内
容
が
「
10
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
２
０
２
０
年
３

月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
【
図
表
５
】。
そ

こ
に
は
、
学
生
が
大
学
教
育
を
通
じ
て

身
に
付
け
た
ス
キ
ル
・
資
質
・
能
力
を

採
用
選
考
で
評
価
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
お
り
、本
年
4
月
に
発
表
さ
れ
た
   ＊4
２

０
２
１
年
度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
も
、

こ
れ
ら
の
見
え
る
化
に
資
す
る
取
り
組

み
の
検
討
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
領
域
に
挑
戦
し
、
社
会
に
付

加
価
値
を
も
た
ら
す
人
材
の
育
成
は
、

産
学
共
通
の
願
い
の
は
ず
で
す
。
大
学

が
学
生
の
成
長
ぶ
り
を
産
業
界
に
示
す

こ
と
で
、
両
者
の
人
材
育
成
で
の
連
携

が
さ
ら
に
深
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
高
校
や
産
業
界
と
の
関
係
を
深
め
る

に
は
、
前
提
と
な
る
大
学
で
の
教
育
改

革
や
広
報
の
強
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
教
育
改
革
で
は
、文
部
科
学
省
の「
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専
教
育

高
度
化
プ
ラ
ン
」
に
採
択
さ
れ
た
各
大

学
の
改
革
案
が
参
考
に
な
り
ま
す
【
図

表
６
】。
同
プ
ラ
ン
は
、
２
０
２
０
年

度
の
第
３
次
補
正
予
算
の
中
で
決
定
し

た
予
算
額
60
億
円
の
事
業
で
、
２
つ
の

取
り
組
み
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
取
組
①「
学
修
者
本
位
の
教
育
の
実

現
」
は
、Ｌ
Ｍ
Ｓ
に
蓄
積
さ
れ
た
学
生

の
学
修
ロ
グ
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
し
、
個
別

最
適
な
教
育
の
実
現
な
ど
を
め
ざ
す
取

り
組
み
で
す
。
取
組
②「
学
び
の
質
の

向
上
」
は
、    ＊5
　Ｖ
Ｒ
技
術
を
活
用
し
た
実

験
・
実
習
な
ど
、
こ
れ
ま
で
遠
隔
授
業

で
は
困
難
と
思
わ
れ
て
い
た
内
容
に
挑

戦
す
る
も
の
で
す
。Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
デ
ー
タ
を

活
用
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
大
学

の
専
売
特
許
で
あ
っ
た
き
め
細
か
な
指

導
を
、
大
規
模
大
学
で
も
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
逆
に
、
小
規
模
大

学
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
世

界
に
学
び
の
場
を
広
げ
、
他
大
学
の
学

生
と
の
協
働
学
修
や
分
野
横
断
型
の
学

び
を
実
現
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
デ

ジ
タ
ル
活
用
に
よ
り
、
教
育
改
革
で
実

現
で
き
る
選
択
肢
は
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
共
愛

学
園
前
橋
国
際
大
学
（
P.
28
）
と
芝
浦

工
業
大
学
（
P.
30
）
は
、
ど
ち
ら
も
取

組
①
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
大

学
と
も
採
択
前
か
ら
学
修
者
本
位
の
教

育
を
推
進
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
活
用

に
よ
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
る
考
え
で
す
。

　
教
育
力
を
伝
え
る
広
報
で
は
、
自
学

の
教
育
の
全
体
像
を
伝
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。大
学
は
教
育
改
革
を「
ビ
ジ
ョ

ン
（
人
材
像
の
策
定
）↓
プ
ロ
セ
ス
（
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
）↓
エ
ビ
デ
ン

ス
（
学
修
成
果
の
検
証
）」
の
順
で
進

め
ま
す
が
、
学
外
の
人
は
そ
れ
を
「
エ

ビ
デ
ン
ス
（
学
修
成
果
へ
の
注
目
）↓

プ
ロ
セ
ス（
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
理
解
）

↓
ビ
ジ
ョ
ン
（
人
材
像
へ
の
共
感
）」

の
順
で
認
識
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
、
プ
ロ
セ

ス
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
バ
ラ
バ
ラ
に
伝
え
る

の
で
は
な
く
、
こ
の
３
つ
を
つ
な
げ
た

ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
こ
と
で
す
。

　
高
知
工
科
大
学
（
P.
32
）
は
、
自

学
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
へ
の
広
報

で
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
効
果
的
に
活
用
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
「
入
り
口
」
で
あ
る
学
生
募

集
は
、
18
歳
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
ま
す
。

　
入
試
や
新
生
活
に
対
す
る
高
校
生
や

保
護
者
の
〝
不
安
〞
に
応
え
る
こ
と
と

併
せ
て
、「
エ
ビ
デ
ン
ス
、
プ
ロ
セ
ス
、

ビ
ジ
ョ
ン
」で
自
学
の
教
育
力
を
語
り
、

そ
の
〝
期
待
〞
を
高
め
る
こ
と
が
、
教

育
改
革
が
進
む
中
で
、
学
生
募
集
力
を

高
め
る
最
も
効
果
的
な
方
法
で
あ
る
は

ず
で
す
。

2021 5-65 2021 5-6 4

【図表4】就職内定率は低下 
～大学生の就職内定率の推移（時期別）

【図表5】学修成果を重視する採用へ
～産学協議会10のアクションプラン

【図表6】デジタル活用による教育改革を強力に推進  
～デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン採択機関一覧
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＊厚生労働省「令和２年度大学等卒業予定者の就職内定状況」（2021年３月）

KYOAI Career Gate×AIによる個別最適学修の実現～地方小規模大学DXモデルの構築～   

“学生の学びの心に火をともす”ラーニングアナリティクスによる教育改革   
2017 2018 2019 2020 2021

（年３月卒）

２月１日時点
12月１日時点
10月１日時点

90.6
91.2 

91.9 92.3 

89.5 

85.0 
86.0 

87.9 
87.1 

82.2  

71.2 

75.2 
77.0 76.8 

69.8 

共愛学園前橋国際大学

芝浦工業大学

大学名 取り組み名称

同取り組み例

取り組み

取組①「学修者本位の教育の実現」　
174      44     25%

78      10     13%
取組②「 学びの質の向上 」　

例）学生個人に最適化された教育
　 （習熟度別学修や履修指導等）を実現

［国立］北海道大学、北海道教育大学、宇都宮大学、東京大学、東京
学芸大学、山梨大学、東海国立大学機構、滋賀医科大学、神戸大学、
奈良先端科学技術大学院大学、鳥取大学、岡山大学、広島大学、山
口大学、九州大学、九州工業大学、熊本大学
［公立］横浜市立大学、名古屋市立大学、京都府立大学、大阪府立大学
［私立］北海道医療大学、東日本国際大学、獨協医科大学、共愛学園
前橋国際大学、神田外語大学、桜美林大学、芝浦工業大学、女子栄
養大学、東京女子医科大学、東京理科大学、東洋大学、法政大学、東
京医療保健大学、金沢工業大学、名古屋商科大学、京都産業大学、
京都ノートルダム女子大学、追手門学院大学、関西大学、羽衣国際大
学、関西国際大学、日本経済大学
［高専］長岡工業高等専門学校

［国立］北海道大学、東海国立大学機構、神戸大学、広島大学、山口
大学、九州大学、熊本大学
［公立］東京都立産業技術大学院大学
［私立］金沢工業大学、関西大学

採択機関採択率採択申請

例）これまで困難と思われていた内容の
　 遠隔授業を実現　

可
視
化
さ
れ
た
成
果
を

企
業
が
積
極
的
に
評
価

自
学
の
学
修
成
果
を
示
し

期
待
を
高
め
る
広
報
を

教
育
改
革
の
全
体
像
を

ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
発
信

特集  教育力×広報力＝募集力へ！

＊3 正式名称は「採用と大学教育の未来に関する産学協議会」。経団連と国公私立大学の代表者で構成される
＊4 採用と大学教育の未来に関する産学協議会 2020年度報告書「ポスト・コロナを見据えた新たな大学教育と産学連携の推進」（2021年４月）

※太字は、両方の取り組みに採択された機関（９機関）

＊5 Virtual Reality（仮想現実）



　
　
イ
ギ
リ
ス
のT

im
es H

igher 
Education

（
以
下
T
H
E
）
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
高
等
教
育
の
将
来
に
と
っ
て

何
を
意
味
す
る
の
か
、
各
種
調
査
か
ら

分
析
し
て
い
る
。
世
界
中
の
大
学
執
行

部
対
象
に
行
っ
た「
リ
ー
ダ
ー
ズ
調
査
」

結
果
か
ら
は
、
今
後
は
、「
学
生
が
よ

り
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
」
と
予
測
す

る
。
な
ぜ
な
ら
コ
ロ
ナ
禍
は
オ
ン
ラ
イ

ン
教
育
の
普
及
を
加
速
さ
せ
、
大
学
が

主
に
３
つ
の
課
題
に
直
面
す
る
か
ら

だ
。
ま
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
好
き
な

場
所
で
学
ぶ
ス
タ
イ
ル
が
常
態
化
す
る

こ
と
に
よ
る
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
化
」。
次
に
学
費
は
「
受
け

る
教
育
そ
の
も
の
の
対
価
な
の
か
、
教

育
環
境
へ
の
対
価
な
の
か
」
と
い
う
学

生
や
保
護
者
に
対
す
る
「
学
費
に
つ
い

て
の
説
明
責
任
」、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
価
値
観
の
転
換
や
極
端
な
不

平
等
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
社
会
が
期
待
す
る
方
向
に
「
教
育

内
容
の
見
直
し
」
も
求
め
ら
れ
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
は
、
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
に

も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。

学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の

転
換
と
大
学
の
課
題

教
育
改
革
を
後
押
し
す
る

イ
ギ
リ
ス
の
学
生
調
査

　「
学
生
が
よ
り
力
を
持
つ
」
時
代
に

お
い
て
、
日
本
の
大
学
の
教
育
は
彼
ら

に
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。
同
社

は
2
0
1
7
年
か
ら
毎
年
、
日
本
の
学

生
向
け
に
、
所
属
大
学
の
教
育
力
を
問

う
調
査
を
行
っ
て
い
る
。「
教
員
・
学

生
の
交
流
、協
働
学
習
の
機
会
」「
授
業
・

指
導
の
充
実
度
」「
大
学
の
推
奨
度
」

な
ど
16
の
設
問
で
構
成
さ
れ
、
一
部
の

設
問
へ
の
回
答
は
T
H
E
日
本
版
ラ
ン

キ
ン
グ
の
「
教
育
充
実
度
」
に
反
映
さ

れ
て
い
る
（
P.
14
参
照
）。

　【
図
表
１
】
は
、
こ
の
４
年
間
の
回

答
結
果
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。

「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
の
ス

キ
ル
伸
長
支
援
機
会
」
や
「
学
習
内
容

を
相
互
に
結
び
つ
け
る
機
会
」
は
、
４

年
間
一
貫
し
て
ス
コ
ア
が
上
昇
し
て
い

る
。「
学
生
の
提
案
に
対
す
る
実
施
結

果
公
表
」
度
合
い
も
同
じ
く
向
上
が
見

ら
れ
た
。一
方
で
、「
協
働
学
習
の
機
会
」

が
下
が
っ
て
い
る
点
は
懸
念
す
べ
き

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限
が
い

ま
だ
続
く
中
、
以
前
の
よ
う
な
形
で
の

協
働
学
習
の
実
施
は
ま
だ
難
し
い
が
、

新
た
な
方
法
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　
大
学
生
活
全
般
に
対
す
る
満
足
度
は

ど
う
か
。【
図
表
２
】
は
「
コ
ー
ス
の

内
容
」「
就
職
支
援
」「
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
、
15
の
要
素
に
つ
い
て
、
学

生
が
「
満
足
し
て
い
る
点
（
＋
）」「
満

足
し
て
い
な
い
点
（
－
）」
を
総
合
し

て
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
だ
。「
ク
ラ
ス

の
サ
イ
ズ
」「
コ
ー
ス
の
内
容
」
は
学

生
の
満
足
度
が
高
い
一
方
で
、「
学
資

支
援
」「
生
活
費
」
に
つ
い
て
は
、
満

足
度
が
低
い
。
さ
ら
に
気
が
か
り
な
の

は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
リ
ソ
ー
ス
」
に
学

生
が
不
満
を
抱
い
て
い
る
点
だ
。

　
こ
の
傾
向
は
、
別
の
調
査
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。【
図
表
３
】
は

ベ
ネ
ッ
セ
が
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
対
す
る
学
生
調
査
の
結
果
だ
。
コ
ロ

ナ
禍
前
の
授
業
に
対
す
る
満
足
度
と
比

較
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
後
は
全
体
的
に
満

足
度
が
低
い
。
自
由
記
述
回
答
を
見
る

と
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ほ
う
が
集
中
で

き
る
」「
時
間
が
有
効
に
使
え
る
」
と

い
う
好
意
的
な
声
が
あ
る
一
方
で
、「
資

料
を
読
む
だ
け
、講
義
を
聞
く
だ
け
で
、

学
ん
で
い
る
実
感
が
得
ら
れ
な
い
」「
課

題
ば
か
り
で
自
主
学
習
を
し
て
い
る
よ

う
」と
い
う
否
定
的
な
声
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
使
用
す

る
ア
プ
リ
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
」「
必

要
な
機
器
が
シ
ラ
バ
ス
に
明
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
予
定
外
の
出
費
が
あ
っ
た
」

な
ど
、
ハ
ー
ド
面
で
の
不
満
も
出
て
い

る
。
ハ
ー
ド
面
の
配
慮
に
加
え
、
学
生

に
〝
大
学
で
学
ん
で
い
る
実
感
〞
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
な
、
授
業
の
内
容
、
進

め
方
、
課
題
の
出
し
方
を
工
夫
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　【
図
表
４
】
に
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
化

し
て
も
よ
い
と
思
う
大
学
の
教
育
活

動
」
に
つ
い
て
聞
い
た
結
果
を
ま
と
め

た
。
今
後
の
授
業
設
計
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
、
新
た
な
教
育
モ
デ
ル
の
構
築

を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
学
生
調

査
デ
ー
タ
の
活
用
が
重
要
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
政

府
機
関
が
主
導
し
て
2
0
0
5
年
か
ら

全
国
学
生
教
育
満
足
度
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
主
な
目
的
は
「
受
験
生
の
進

学
先
選
び
の
た
め
の
情
報
提
供
」「
学

生
の
視
点
に
立
っ
た
大
学
改
革
の
た
め

の
情
報
提
供
」「
社
会
に
対
す
る
説
明

責
任
」
だ
。
大
学
は
こ
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
、「
学
生
が
学
ぶ
プ
ロ
セ
ス
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
作
用
す
る
要
因
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
作

用
す
る
要
因
」
を
分
析
し
、
教
育
改
革

に
生
か
し
て
い
る
【
図
表
５
】。
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＊【図表１・２】 THEが実施した学生調査（2020年）を基に作成

学生から見た教育力
学生調査

〜
T
H
E「
学
生
調
査
」経
年
比
較
か
ら
見
た
日
本
の
教
育
の
課
題

コ
ロ
ナ
前
後
の
学
生
満
足
度
の
変
化
は
？

目的 調査対象と項目 活用例

①受験生の進路選択への情報提供　
②学生の視点での大学改革のための情報提供
③社会の公器としての説明責任

【図表3】授業に対する満足度の比較
（コロナ禍前後の授業を10点満点で評価）

【図表4】オンライン化してもよいと思う
大学の教育活動（複数回答）

【図表5】エビデンスに基づいた教育改革と情報提供に活用 ～イギリスの全国学生教育満足度調査の概要  

【図表2】学生生活全般に対する満足度（項目別）
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【図表1】学生調査の質問項目に対する回答の
平均値の推移（過去４年）

教
員
と
の
交
流
機
会

協
働
学
習
の
機
会

ク
リ
テ
ィ
カ
ル・
シ
ン
キ
ン
グ
の

ス
キ
ル
伸
長
支
援
機
会

学
習
内
容
を
相
互
に

結
び
つ
け
る
機
会

学
習
内
容
の
実
社
会
へ
の

応
用
支
援
機
会

授
業
は
挑
戦
／

や
り
が
い
の
あ
る
も
の
か

友
人
や
家
族
へ
の

大
学
の
推
奨
度

大
学
の
改
善
に
つ
い
て

学
生
が
提
案
す
る
機
会

学
生
の
提
案
に
対
す
る

実
施
結
果
公
表

大
学
で
学
ぶ
こ
と
が

自
信
を
与
え
て
く
れ
た
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

し
て
の
一
体
感

2017　　2018　　2019　　2020

最終学年の学生を対象に、
専攻コースの教授指導／学習の機会／
評価とフィードバック／学習支援／コース
の運営／学習リソース／学習環境／学
生の声／総合的な満足度　など

学位プログラムに対する質保証　　 学生のモチベーションを高める要因を探る
（モチベーション要因、環境要因は何か？）

エビデンスに基づいた学生の学修
経験改善を目的とした施策の立案
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＊大学改革カンファレンス2021におけるTHEの発表内容を基に編集部で作成

＊【図表３・４】 「オンライン授業に関するアンケート」（ベネッセコーポレーション／2021年3月実施。n=2060） ＊この他、「まだ入学していない」203人

どう見る？   どう使う？

文／本間学

コロナ禍前 
コロナ禍以降 

（%） （%）

特集  教育力×広報力＝募集力へ！



9

17

　
イ
ギ
リ
ス
同
様
、
日
本
で
も
、
文
部

科
学
省
が
学
生
の
学
び
の
実
態
把
握
に

向
け
、
動
き
始
め
て
い
る
。
2
0
1
9

年
11
月
に
行
っ
た
「
全
国
学
生
調
査
」

試
行
実
施
で
は
、
希
望
し
た 

5
1
5 

大
学
の
3
年
生
約
41
万
人
が
対
象
に
な

り
、約
11
万
人
が
回
答
し
た【
図
表
６
】。

　
質
問
項
目
は
全
36
問
（
う
ち
自
由
記

述
２
問
）
で
、
主
な
内
容
は
、
大
学
の

授
業
や
学
習
状
況
、
学
生
の
生
活
時
間

な
ど
。
授
業
外
学
習
の
時
間
や
ア
ル
バ

イ
ト
時
間
を
聞
く
質
問
の
ほ
か
、「
専

門
分
野
に
関
す
る
知
識・理
解
」
や
「
外

国
語
を
使
う
力
」
を
身
に
付
け
る
に
あ

た
っ
て
大
学
教
育
が
役
に
立
っ
て
い
る

か
、
な
ど
を
項
目
別
に
４
段
階
で
評
価

す
る
設
問
が
あ
っ
た
。

　
本
調
査
は
学
生
か
ら
は
お
お
む
ね
好

意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
が
、「
抽
象

的
な
質
問
が
多
い
」「
一
部
の
質
問
の

聞
き
方
が
回
答
し
に
く
い
」
な
ど
、
改

善
を
求
め
る
声
も
少
な
く
な
か
っ
た

【
図
表
７
】。
ま
た
、回
答
率
の
低
さ（
約

３
割
）
は
課
題
だ
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
調
査
は
「
学
修
者
本

教
育
改
善
と

学
生
募
集
へ
の
活
用

位
の
教
育
へ
の
転
換
」
を
念
頭
に
置
い

た
も
の
だ
。
そ
の
た
め
、
調
査
結
果
は

文
科
省
の
W
e
b
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
各
大
学
が
教
育
改

善
に
生
か
せ
る
よ
う
、
参
加
大
学
に
は

自
学
の
学
生
の
デ
ー
タ
が
共
有
さ
れ
て

い
る
。【
図
表
８
】
は
、
文
科
省
が
参

加
大
学
に
対
し
て
デ
ー
タ
の
活
用
予
定

を
聞
い
た
結
果
だ
が
、
最
も
多
い
「
教

務
委
員
会
等
の
各
種
委
員
会
」
で
さ
え

38
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。「
ふ
じ
の

く
に
地
域
・
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

の
よ
う
に
、
積
極
的
な
活
用
や
情
報
発

信
が
望
ま
れ
る
。【
図
表
9
】
は
、
本

年
11
月
実
施
予
定
の
第
2
回
試
行
実
施

の
項
目
案
だ
。
こ
れ
ら
を
国
が
求
め
る

「
学
修
者
本
位
の
教
育
」
の
具
体
像
と

捉
え
、
自
学
の
到
達
度
を
測
る
調
査
と

し
て
も
活
用
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
全
国
学
生
調
査
や
大
学
の
独
自
調

査
、
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
の
分
析
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
し
た
自
学
の
教
育
の
特
徴

は
、
教
育
改
善
に
活
用
す
る
ほ
か
、
学

生
募
集
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
だ
。

そ
の
た
め
に
全
学
的
に
調
査
の
分
析
、

活
用
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
、
全
体
的

な
設
計
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
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※分類は、自由記述の内容から文部科学省において整理

※その他授業期間中の生活時間、コロナ禍をふまえた質問事項の追加も検討中

※学部単位で「有効回答者数が30以上かつ有効回答率が10％以上」または「有効回答率が50％以上」を集計基準として設定     

問１ 大学に入ってから受けた授業で、次の項目はどれくらいありましたか。
１．授業内容の意義や必要性を十分に説明してくれた。
２．授業内容やその分野を学びたいという意欲がわく内容だった。【新規】
３．理解しやすいように教え方が工夫されていた。
４．予習・復習など自主学習について授業やシラバスで指示があった。【新規】
５．教員以外の者（アシスタントなど）が配置されており、補助的な指導があった。
６．小テストやレポートなどの課題が出された。※期末テストは除く
７．課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却された。【修正】
８．グループワークやディスカッションの機会があった。
９．教員から意見を求められるなど、質疑応答の機会があった。
10．主に英語で行われる授業（語学科目は除く）があった。

問２ 大学に入ってから次のような経験はありましたか。また、その経験は有用でしたか。
11．大学での勉強の方法（スタディ・スキル）を学ぶ科目
12．研究室やゼミでの少人数教育
13．（授業時間以外で）教員に質問や勉強の仕方を相談する機会【修正】
14.（授業時間以外で）他の学生と一緒に学習する機会【新規】
15．キャリアに関する科目、キャリアカウンセリング（就職や進学相談）
16．インターンシップ（5日以上に限る）
17．海外留学・海外研修（3か月以上）【修正】　18．海外留学・海外研修(3か月未満)【新規】
19．（学内で）自分とは異なる文化圏の学生との交流
20．図書館やアクティブ・ラーニングスペースなど大学施設を活用した学習

問３ 大学教育を通じて、次のような知識や能力が身に付いたと思いますか。
21．専門分野に関する知識・理解
22．将来の仕事に関連しうる知識・技能
23．文献・資料を収集・分析する力【修正】
24．論理的に文章を書く力
25．人にわかりやすく話す力
26．外国語を使う力
27．統計などデータサイエンスの知識・技能【修正】
28．問題を見つけて解決方法を考える力
29．答えのない問題を自分の頭で考え抜く力【新規】
30．多様な人々の理解を得ながら協働する力【修正】
31．幅広い知識、ものの見方　　３２．異なる文化に関する知識・理解

問４ これまでの大学での学び全体を振り返って、次の項目についてどのように思いますか。【新規】
33．具体的な目標・目的をもって主体的に学んでいる。
34．大学が卒業までに学生へ求める力（※）を理解している。
　　※ディプロマ・ポリシーに示された知識・能力
35．授業アンケート等の回答を通じて大学教育がよくなっている。
36．教員が学生と向き合って教育に取り組んでいる。
37．大学での学びによって自分自身の成長を実感している。
38．知識やスキルを組み合わせて一つのものをつくり出す力（デザイン力）が必要だと感じている。
39．卒業後に社会で活躍（貢献）する具体的なイメージを持つことができている。

（または）大学教育を通じて社会に対する理解が深まっている。
40．卒業後も主体的に学び続けていくことの大切さを感じている。

「
学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の
転
換
」度
を
測
る

奥井雅博
おくいまさひろ●1999年国立大学に入
職後、2002年から文部科学省へ。主に
高等教育行政に従事。2019年に高等教
育企画課で中教審や全国学生調査を担
当。2021年から専門教育課課長補佐。

――国が全国規模の調査を実施する理由は？
　「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン

（答申）」で示された“学修者本位の教育への転換”が
背景にあります。全国の学生の意識、実態を把握、公
表することで、各大学に教育改善を促すことが大きな
目的です。同時に、大学がいまだに偏差値偏重の尺
度で社会から判断されていることへの問題意識もあり
ます。社会の意識を変えるには、各大学における学生
の学修成果、大学全体の教育成果に関心を持っても
らうことが欠かせません。また、高校生が偏差値だけで
大学を判断し、各大学の特徴に目を向けていなけれ
ば、入学後の成長は見込めず、“学修者本位の教育”
の実現は難しいでしょう。その意味でも、国が共通の
質問項目で全国的な調査を行い、結果をわかりやす
い形で社会に広く発信することが必要だと言えるで
しょう。
　一部ではこれが新たな序列化につながるのではと
いう懸念の声もありますが、むしろ単一の指標で大学
の教育力を表すことが困難な中、大学はさまざまな視
点で情報を発信していくことが重要です。各大学に
は、それぞれにミッションがあるはずですから、必ずしも
レーダーチャートで正五角形になることはないのではな
いでしょうか。その凹凸こそ教育の特色として示し、そ
の高低の理由と共に発信していただきたい。そのた
め、次回調査では全国学生調査の自学のデータを学
外に公表することも可能にする予定です。
　静岡県の大学・教育機関で構成する「ふじのくに地
域・大学コンソーシアム」では、調査に参加した４大学
の合計値、平均値を集計し、全国の中小規模私立大
学の数値と比較するなどして、地域の大学の課題の
把握に活用しています。こうした取り組みがさらに増え
ることを期待しています。

――第２回試行実施の変更点は？
　「学生が調査を通じて、学生生活をより充実したもの
とする」ことを目的に加えました。この調査を、学生の有
効な振り返りの機会にしてほしいと考え、質問項目にも

「答えのない問題を考え抜く力」や「デザイン力」など、
大学時代に身に付けるべき力をキーワードとして意図
的に入れ込んでいます。また、第１回試行実施の自由
記述欄で寄せられた学生の声も反映させており、大学
教育に対する学生自身の「気付き」を促す学生調査を
通して、“学生参加型”の質保証をめざしていきます。
　また、前回は３年生を対象としましたが、教育成果を
把握するなら最終学年で実施すべきだという指摘があ
り、第２回は２年生と４年生に変更する予定です。質問
項目は10分以内に回答できる数を考慮して、50問に
増やす予定です。コロナ禍を受けて学生の状況がどう
変化したのかを把握するための質問も検討中です。
　第１回の回答率は３割程度で、これをいかに上げて
いくかが課題です。調査の目的を学生に理解してもら
うことが必要でしょう。率直な意見を吸い上げるために
も匿名性は維持していきます。また第１回目に関するメ
ディアの取り上げ方が学修時間のことに終始したこと
から、社会への発信のしかたも検討事項です。第２回
の終了後は、第３回試行実施を予定しており、その結
果を基に本格実施への移行を進める予定です。今後
さらに多くの学生に参加してもらえる調査にしていきた
いです。

調査への回答そのものが教育機会に

大学で学ぶ学生の声を大切にしたい

文科省に聞く！
高等教育局　高等教育企画課
高等教育政策室
課長補佐 ＊取材当時「

全
国
学
生
調
査
」
の
狙
い
は
？

|
|〝
学
生
参
加
型
〞の
質
保
証
の
実
現
で
す

第1回、2回の実施概要まとめ 
＊赤字は変更点

目的

調査対象

実施方法・時期
質問項目
公表方法
自学の結果取扱

①各大学の教育改善
②社会への情報公表 ③国の基礎資料

参加意向のあった4年制大学の3年生

匿名によるWeb調査/11月

選択式36問と自由記述2問

全体・設置者・学部規模・学部分野別集計とクロス集計結果のみ

学内での活用にとどめる

①②③に加え、④調査を通じて学生一人ひとりが学びを
振り返り今後の学修や大学生活をより充実したものにする

参加意向のあった4年制大学の2年生、および最終学年
短大の最終学年

匿名によるWeb調査/1１月

選択式50問程度と自由記述２問程度

全体・設置者・学部規模・学部分野別集計とクロス集計結果のみ

学内での活用のほか、自主的な公表を可能にする

2回目（予定）1回目

〜
文
部
科
学
省「
全
国
学
生
調
査
」の
行
方

【図表9】第２回試行実施の質問項目案（抜粋） 【図表6】「全国学生調査（試行実施）」全体の回答状況  

【図表7】調査に対する学生の意見

【図表8】調査結果の活用を予定する場(複数回答)

調査の実施に肯定的
調査の実施に否定的

調査による改善に期待できる
調査による改善に期待できない

調査対象は妥当である
調査対象の改善が必要
調査方法は妥当である

調査方法の改善が必要
質問項目は妥当である

質問項目の改善が必要
結果の公表を望む

その他 

理事会、役員会
教授会

教務委員会等の各種委員会
学部内の会議

その他 

集計基準※

合致
1,103学部

（65.3％）
274,428人

（67.4％）
102,104人

（91.9％）

27.3%

37.2%

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40
（％）

（100件）
2 4 6 8 10 12 14 16 18

有効回答率有効回答者数対象学生数対象学部数対象大学数対象大学

全体 515大学

420大学
（81.6％）

1,689学部 407,014人 111,051人

17
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5

2
1

2
4

2

5
11

7
22

38
20

13

＊【図表６～９】文部科学省資料を基に、編集部にて作成

取材・文／本間学　撮影／荒川潤

特集  教育力×広報力＝募集力へ！

＊ 静岡県の公益社団法人。県内４大学のデータを使用し、共同IRで県内大学の特徴と課題を探った

＊

＊赤字は修正、新規項目



□全学的な方針と
　調査設計
□学生調査の統合
□データの
　一元管理、連携
□各施策の連動

しまはるみ●（株）進研アド入社以来、マー
ケティングリサーチ関連部署にて調査・デー
タ分析を担当。マーケティングリサーチを通
した高等教育機関の課題抽出・解決支援
に携わる。

（株）進研アド 
マーケティングリサーチ部部長 

嶋 はる美

【図表3】大学で実施する調査と教育力を証明するエビデンス

【図表2】学生調査の全体最適化

データ

検証対象

時期

学生学生 卒業生・就職先企業や団体

□高校の成績、活動状況

□志望理由書

□入試成績

□入学時調査

□外部英語検定試験          

                                    ・・・など

□成績、活動状況

□単位取得状況

□汎用的能力アセスメント

□学生調査

□授業評価

　　　　　　　　　　　　　 ・・・など

□国家資格取得試験

□外部英語検定資格

□汎用的能力アセスメント

□卒業後の卒業生向け調査

   （大学の学習経験の社会での役立ち度合い）

□就職先からの卒業生の評価　 ・・・など

入学時 在学時 卒業後

各部署での最適化にとどまり、
募集力の向上まで至らない 各施策が連動し、募集力が向上する

【図表１】レベル別学生調査の活用度

　
近
年
、
教
育
改
善
へ
の
活
用
や
社
会

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
多

く
の
大
学
で
学
生
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
前
年
は
遠
隔
授
業
に
対

す
る
満
足
度
や
、
コ
ロ
ナ
下
で
の
学
生

の
状
況
の
把
握
調
査
な
ど
が
多
く
実
施

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
調
査
が
増
え
る
一
方
で
、
取
得
し
た

デ
ー
タ
が
学
内
で
十
分
に
共
有
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
各
部

署
が
抱
え
る
問
題
解
決
に
注
力
す
る
あ

ま
り
、
デ
ー
タ
の
活
用
が
限
定
的
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、こ
れ
か
ら
の
学
生
調
査
は
、

部
署
を
越
え
た
「
全
体
最
適
」
を
前
提

と
し
た
設
計
と
、
課
題
解
決
へ
の
活
用

へ
と
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
時
期
に
来
て
い

る
と
考
え
ま
す
【
図
表
１
】。

　
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
ど
ん
な
課
題
を
解
決
す
る
か
、

全
学
的
な
方
針
を
決
め
る
こ
と
で
す
。

調
査
の
実
施
が
進
む
一
方
で

結
果
の
活
用
は
限
定
的

デ
ー
タ
に
基
づ
く〝
教
育
力
〞

ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
生
か
す

そ
の
う
え
で
方
針
を
基
に
活
動
す
る
全

学
的
な
組
織
を
設
置
し
、
権
限
を
移
譲

し
ま
す
。
全
体
最
適
の
た
め
に
は
、
全

体
を
客
観
的
に
見
る
立
場
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　「
調
査
結
果
が
各
部
署
に
点
在
し
て

い
る
」「
部
署
ご
と
の
調
査
の
質
問
内

容
が
重
複
し
て
い
る
」「
デ
ー
タ
の
形

式
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
連
携
し
て
分
析
で

き
な
い
」
…
…etc. 

。
こ
れ
ら
は
大
学

か
ら
よ
く
聞
く
悩
み
で
す
。
全
体
を
統

括
す
る
組
織
が
あ
れ
ば
、
各
種
調
査

の
統
合
が
図
ら
れ
、
情
報
の
一
元
管
理

や
連
携
が
容
易
に
な
る
は
ず
で
す
。
バ

ラ
バ
ラ
に
進
め
ら
れ
て
い
た
各
施
策
が

連
動
し
、
募
集
力
も
高
ま
る
で
し
ょ
う

【
図
表
２
】。

　
な
お
、
調
査
の
回
数
が
多
い
と
、
学

生
の 〝
調
査
疲
れ
〞
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
調
査
目
的
を
シ
ン
プ
ル

に
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
必
要
最

低
限
の
調
査
内
容
や
回
数
に
絞
ら
れ
、

回
答
者
の
負
担
が
減
り
ま
す
。
２
つ
目

は
、回
答
結
果
が
ど
う
生
か
さ
れ
た
か
、

学
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
こ
と

で
す
。
自
分
の
関
与
に
よ
っ
て
大
学
が

よ
く
な
っ
た
実
感
が
あ
れ
ば
、
今
後
の

調
査
協
力
率
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す

し
、
学
内
の
協
力
体
制
も
つ
く
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
大
学
改
善
の
ゴ
ー
ル
と

K
P
I
を
提
示
し
、
調
査
結
果
を
基
に

今
ど
こ
ま
で
改
善
さ
れ
た
の
か
を
示
す

の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
こ
れ
ら
は
全

学
的
な
統
括
部
署
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
学
生
調
査
の
目
的
と
し
て
主

流
な
の
は
、「
教
育
改
善
へ
の
活
用
」

や
「
学
生
の
実
態
把
握
」
で
す
が
、
私

は
学
生
募
集
へ
の
活
用
の
可
能
性
の
大

き
さ
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
の
変
化
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大

学
生
活
へ
の
制
限
が
続
く
中
、
高
校
生

や
保
護
者
の
学
費
に
対
す
る
成
果
、
つ

ま
り
「
そ
の
大
学
な
ら
で
は
の
学
び
や

経
験
で
ど
ん
な
成
長
が
望
め
る
か
」、

「
社
会
に
出
る
ま
で
に
、
ど
ん
な
成
長

が
望
め
る
か
」
と
い
う
こ
と
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
か
ら
の
募
集
広
報
は
、
自
学
の
教
育

で
の
成
長
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
形
で
発
信
し
、〝
教
育
力
〞
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
実
態
が
捉
え
に
く
い
〝
教
育
力
〞
を

わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
説
得
力
を
持
っ

て
伝
え
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
学
生
調
査
結
果
を
、

「
そ
の
大
学
に
行
け
ば
、
ど
の
よ
う
な

力
が
、
ど
の
よ
う
な
教
育
方
法
に
よ
っ

て
身
に
付
く
の
か
」
と
い
う
エ
ビ
デ
ン

ス
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
高
校
生
は
入
学
後
の
自
分
を
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
卒
業
後

の
姿
」
も
教
育
力
と
捉
え
、
併
せ
て
伝

え
る
こ
と
で
す
。「
大
学
で
の
学
び
が

社
会
で
役
に
立
っ
て
い
る
か
」
は
、
近

年
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
注
目
さ

れ
て
お
り
、
募
集
広
報
に
お
い
て
も
、

必
ず
伝
え
た
い
要
素
と
言
え
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
卒
業
生
調
査
や
そ
の
就

職
先
へ
の
調
査
で
検
証
が
可
能
で
す
。

【
図
表
３
】
は
、
大
学
の
各
部
署
で
よ

く
実
施
さ
れ
て
い
る
各
種
調
査
を
時
期

別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
参
考
に
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
教
育
力
の
広
報
は
、
長
期
ス
パ
ン
で

見
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
観
点
で

は
も
ち
ろ
ん
、
目
の
前
の
学
生
募
集
に

お
い
て
も
最
も
訴
求
す
べ
き
要
素
と
い

う
フ
ェ
ー
ズ
に
、
す
で
に
入
っ
て
い
ま

す
。
広
報
に
使
え
る
調
査
結
果
は
、
す

で
に
学
内
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
部
署
間
の
連
携
を
高
め
て
、
自
学

独
自
の
〝
教
育
力
〞
の
発
信
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

取材・文／本間学　撮影／亀井宏昭
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教務

BEFORE AFTER

募集戦略
の見直し

教育改善

社会での
活躍を把握

広報への
活用

How to

学
生
調
査
を
学
生
募
集
に
つ
な
げ
る
に
は

部
分
最
適
か
ら
全
体
最
適
へ

キャリア
センター

0 学生の
実態不明

レベル

4
学生募集を軸にした
大学全体の
課題解決に生かす

レベル

3 全学的なデータ設計

レベル

2
各部署ごとに
調査実施、活用

レベル

1
学生調査を実施、
データをまとめる

ここで終了した場合、
▶データの活用が部分最適
▶データが点在し連携しにくい
▶学生の負担増

▶実態把握で終わり、
活用に至らない

特集  教育力×広報力＝募集力へ！



 

特集  教育力×広報力＝募集力へ！

　
今
回
で
５
回
目
の
発
表
を
迎
え
た

T
im

es H
igher Education

（T
H

E

）

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版（
以
下
、

日
本
版
）。
ラ
ン
キ
ン
グ
対
象
と
な
っ

た
の
は
前
年
と
同
様
2
7
8
校
（
国
立

67
、
公
立
44
、
私
立
167
）
だ
っ
た
。
ラ

ン
キ
ン
グ
結
果
を
広
報
に
活
用
す
る
大

学
も
年
々
増
え
て
お
り
、
ラ
ン
キ
ン
グ

発
表
直
後
か
ら
、
自
学
の
最
新
順
位
や

ス
コ
ア
を
W
e
b
サ
イ
ト
等
で
発
表
す

る
大
学
が
多
数
見
ら
れ
た
。

　
T
H
E
は
い
く
つ
も
の
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
を
発
表
し
て
い
る
が
【
図
表
１
】、

「
研
究
力
」
に
重
き
を
置
い
た

「
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
や

「
T
H
E
ア
ジ
ア
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」、

S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
を
見
る
「
イ

ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
比
べ
、
日

本
版
で
は
「
教
育
力
」
が
重
視
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
自
学
の
教
育
力
に

お
け
る
強
み
と
課
題
を
把
握
す
る
デ
ー

タ
と
し
て
有
効
だ
。

　
最
新
の
日
本
版
の
結
果
を
見
て
み
よ

う
【
図
表
１
】。
T
O
P
10
は
全
て
国

立
大
学
で
、
１
位
は
前
年
に
続
き
東
北

大
学
が
維
持
し
た
。
同
大
学
は
ラ
ン
キ

ン
グ
の
指
標
と
な
る
各
分
野
の
ス
コ
ア

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
高
い
。

　東
京
工
業
大
学
は
、
学
生
や
高
校
教

員
の
声
を
反
映
し
た
「
教
育
充
実
度
」

の
ス
コ
ア
を
向
上
さ
せ
、
前
年
か
ら
順

位
を
上
げ
て
２
位
に
。「
教
育
充
実
度
」

「
国
際
性
」
の
ス
コ
ア
を
上
げ
た
大
阪

大
学
は
前
年
８
位
↓
５
位
に
上
昇
。
広

島
大
学
は
、「
教
育
充
実
度
」「
教
育
成

果
」
と
い
う
、
学
生
や
社
会
か
ら
の
評

価
に
基
づ
く
項
目
の
ス
コ
ア
を
向
上
さ

せ
、初
め
て
T
O
P
10
入
り
し
て
い
る
。

　
11
位
は
国
際
基
督
教
大
学
。「
国
際

性
」
の
ス
コ
ア
を
高
い
レ
ベ
ル
で
維
持

し
続
け
て
い
る
。
実
は
、
今
回
順
位
が

10
位
以
上
ア
ッ
プ
し
た
大
学
の
大
半

は
、
こ
の
「
国
際
性
」
の
ス
コ
ア
上
昇

に
よ
る
も
の
。
東
京
医
科
歯
科
大
学

（
29
位
タ
イ
↓
17
位
）、
長
崎
大
学
（
43

位
↓
33
位
タ
イ
）、
中
央
大
学
（
60
位

↓
50
位
）、
青
山
学
院
大
学
（
72
位
タ

イ
↓
52
位
）、
京
都
外
国
語
大
学

（
1
0
1

－

1
1
0
位
↓
73
位
）
な
ど

が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
渡
航
が
困
難
な
状

況
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
に
と
っ
て

課
題
で
あ
る
「
国
際
性
」
の
向
上
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
教
育
力
向
上
に
は
欠

か
せ
な
い
。

　
日
本
版
に
限
ら
ず
、
各
種
ラ
ン
キ
ン

グ
に
参
加
す
る
本
来
の
利
点
は
、「
改

革
を
促
進
す
る
た
め
の
客
観
デ
ー
タ
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。
そ
の

た
め
に
有
効
な
の
は
〝
ラ
ン
キ
ン
グ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
〞
、つ
ま
り「
エ

ン
ト
リ
ー
」
を
基
点
に
、「
結
果
を
分

析
し
、
自
学
の
強
み
と
課
題
を
把
握
」

↓「
戦
略
の
立
案
」↓「
実
行
」↓「
総
括
」

と
い
う
P
D
C
A
を
回
す
こ
と
だ
。
こ

の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
、
改
革
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
自
学
の
教
育
力
、
研

究
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
結
果
的

に
、
在
学
生
や
高
校
教
員
、
産
業
界
か

ら
の
評
判
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
い
ま
だ
終
息
し
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
多
く
の
大
学
は
自
学
の
存
在
価
値

を
高
め
る
た
め
の
新
た
な
方
策
を
模
索

し
て
い
る
。
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
に
示
さ

れ
た
客
観
的
な
デ
ー
タ
は
、
今
後
の
戦

略
を
検
討
す
る
う
え
で
、
大
き
な
ヒ
ン

ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
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各
大
学
の
教
育
力
が

反
映
さ
れ
た
ス
コ
ア
に
注
目

ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
の
分
析
を

改
革
の
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
む

ランキングごとに異なる大学の顔ぶれ～THEの各ランキングにランクインした日本の大学例【図表1】

世界版2021
=36
=54

201‒250
301‒350
351‒400
351‒400
351‒400
401‒500
401‒500
401‒500
501‒600
501‒600
501‒600
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800
601‒800

801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000
801‒1000

国
国
国
国
国
私
国
国
国
国
私
国
私
公
私
私
私
国
私
公
国
国
私
私
私
私
公
国
国
私
私
公
私

東京大学
京都大学
東北大学
東京工業大学
名古屋大学
産業医科大学
大阪大学
九州大学
東京医科歯科大学
筑波大学
藤田医科大学
北海道大学
帝京大学
会津大学
東京慈恵会医科大学
関西医科大学
慶應義塾大学
神戸大学
日本医科大学
横浜市立大学
千葉大学
広島大学
兵庫医科大学
順天堂大学
近畿大学
久留米大学
京都府立医科大学
新潟大学
岡山大学
立教大学
東京医科大学
東京都立大学
早稲田大学

順位 区分 教育機関

アジア版2020
7

12
30
41
42

=55
57
62
71
82

=93
=93

95
96

128
=146

164
=172
=175
=177
=182
=187
=190
=192
=198
=198

201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300

国
国
国
国
国
国
私
国
国
私
私
国
公
国
私
公
私
私
国
国
私
私
公
私
国
私
私
公
国
国
私
公
私
私
国
国
国
国
国
公
公
私
国
国
私
私

東京大学
京都大学
東北大学
名古屋大学
東京工業大学
大阪大学
産業医科大学
東京医科歯科大学
九州大学
藤田医科大学
帝京大学
筑波大学
横浜市立大学
北海道大学
関西医科大学
東京都立大学
慶應義塾大学
近畿大学
神戸大学
広島大学
日本医科大学
東京慈恵会医科大学
会津大学
久留米大学
千葉大学
兵庫医科大学
順天堂大学
京都府立医科大学
新潟大学
岡山大学
立教大学
札幌医科大学
早稲田大学
愛知医科大学
浜松医科大学
金沢大学
熊本大学
九州工業大学
室蘭工業大学
名古屋市立大学
大阪市立大学
聖マリアンナ医科大学
徳島大学
東京農工大学
東京医科大学
東京理科大学

順位 区分 教育機関

インパクトランキング2021
101-200
101-200
101-200
101-200
101-200
101-200
101-200
201-300
201-300
201-300
201-300
301-400
301-400
301-400
301-400
301-400
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
401-600
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
601-800
801-1000
801-1000
801-1000
801-1000
801-1000
801-1000
801-1000
801-1000
801-1000
801-1000
801-1000

1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+
1001+

国
国
国
国
国
国
国
私
国
国
私
国
国
国
国
私
国
国
国
国
国
公
国
公
私
私
私
国
私
私
国
公
国
私
私
国
国
私
公
私
公
国
私
私
私
国
国
私
私
私
私
公
私
私
私
国
私
国
私
私
私
公
私
私
私
私
私
私
私
私
私
私
公
私
私

広島大学
北海道大学
京都大学
岡山大学
東北大学
東京大学
筑波大学
慶應義塾大学
名古屋大学
大阪大学
立命館大学
神戸大学
三重大学
信州大学
徳島大学
東京理科大学
千葉大学
愛媛大学
茨城大学
金沢大学
熊本大学
名古屋市立大学
新潟大学
大阪府立大学
龍谷大学
帝京大学
東京農業大学
鳥取大学
東洋大学
早稲田大学
山口大学
横浜市立大学
秋田大学
中部大学
中央大学
群馬大学
香川大学
神奈川大学
北九州市立大学
関西学院大学
大阪市立大学
琉球大学
上智大学
東海大学
東京都市大学
富山大学
宇都宮大学
国際基督教大学
恵泉女学園大学
工学院大学
武蔵野大学
県立広島大学
立命館アジア太平洋大学
成蹊大学
芝浦工業大学
島根大学
創価大学
横浜国立大学
足利大学
千葉工業大学
中京大学
福岡女子大学
羽衣国際大学
白鷗大学
日本経済大学
桜美林大学
関西大学
関西医科大学
関東学院大学
京都産業大学
武庫川女子大学
麗澤大学
公立諏訪東京理科大学
多摩大学
東北学院大学

順位 区分 教育機関

日本版2021
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

=18
=18
=20
=20
22
23
24

=25
=25
27
28
29

=30
=30
32

=33
=33
35
36
37
38

=39
=39
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

=60
=60
=62
=62
64
65
66
67
68

=69
=69
=71
=71

国
国
国
国
国
国
国
国
国
国
私
私
私
公
国
国
国
国
私
国
国
私
国
公
国
国
国
国
国
私
私
私
国
国
国
国
国
国
私
公
私
公
私
私
私
国
私
私
公
私
国
私
公
国
公
国
国
私
国
公
私
私
国
私
私
国
国
私
私
国
国
国

東北大学
東京工業大学
東京大学
京都大学
大阪大学
北海道大学
名古屋大学
九州大学
筑波大学
広島大学
国際基督教大学
慶應義塾大学
早稲田大学
国際教養大学
神戸大学
一橋大学
東京医科歯科大学
金沢大学
上智大学
千葉大学
東京農工大学
立命館アジア太平洋大学
岡山大学
会津大学
長岡技術科学大学
お茶の水女子大学
横浜国立大学
東京外国語大学
東京海洋大学
立命館大学
芝浦工業大学
東京理科大学
熊本大学
長崎大学
京都工芸繊維大学
豊橋技術科学大学
九州工業大学
電気通信大学
明治大学
横浜市立大学
神田外語大学
東京都立大学
同志社大学
立教大学
豊田工業大学
秋田大学
学習院大学
関西学院大学
福岡女子大学
中央大学
新潟大学
青山学院大学
大阪市立大学
信州大学
神戸市外国語大学
名古屋工業大学
福井大学
津田塾大学
山口大学
大阪府立大学
聖路加国際大学
関西外国語大学
宇都宮大学
南山大学
法政大学
岐阜大学
鳥取大学
創価大学
近畿大学
山形大学
帯広畜産大学
埼玉大学

順位 区分 教育機関

＊ 「＝」 ： 同順位の大学あり（英語表記の大学名のアルファベット順に掲載）
＊世界版2021 ： World University Rankings2021（2020年9月発表）／
  アジア版2020 ： Asia University Rankings2020（2020年6月発表）／
  インパクトランキング2021 ： Impact Rankings2021（2021年4月発表）／
  日本版2021 ： Japan University Rankings2021（2021年4月発表）を示しています
＊ データ提供 ： Times Higher Education（THE） 
 

国立大学

公立大学

私立大学

ほか「1001＋位」に83大学がランクイン

ほか「301-350位」に16大学、「351-400位」に
23大学、「401+位」に25大学がランクイン

73位以降はP.16、17を参照のこと  

アジア版

各ランキングの指標分野 

日本版
世界版

教育
30％

 

産業界からの収入 2.5％
国際性
7.5％

被引用
論文
30％

研究
30％

国際性
7.5％

被引用
論文
30％

産業界からの収入 7.5％

教育
25％

研究
30％

国際性
20％ 教育

リソース
34％

教育
充実度
30％

教育成果
16％

教育力の客観的エビデンス

可
視
化
さ
れ
た
教
育
力
を
改
革
に
ど
う
生
か
す
か

THE
日本大学ランキング
結果報告

SDG10
SDG11
SDG12
SDG13
SDG14
SDG15
SDG16
SDG17

インパクトランキングの項目 
SDG 1
SDG 2
SDG 3
SDG 4
SDG 5
SDG 6
SDG 7
SDG 8
SDG 9

不平等
都市
生産・消費
気候変動
海洋資源
陸上資源
平和
実施手段

貧困
飢餓
保健
教育
ジェンダー
水・衛生
エネルギー
成長・雇用
イノベーション



特集  教育力×広報力＝募集力へ！

　
T
H
E
は
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
で
用
い

る
指
標
と
そ
の
割
合
（
比
重
）
を
随
時

見
直
し
て
い
る
が
、
日
本
版
に
関
し
て

は
2
0
1
9
年
版
か
ら
変
更
し
て
い
な

い
。
エ
ン
ト
リ
ー
の
形
式
、
除
外
条
件

も
以
前
と
同
様
だ
。
自
学
の
教
育
力
の

変
化
を
経
年
で
比
較
し
や
す
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
ぜ
ひ
過
去
２
年
間
の
デ
ー

タ
も
併
せ
て
分
析
し
た
い
。
特
に
自
学

の
特
色
を
エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
把
握
す

る
た
め
に
も
、
分
野
別
ラ
ン
キ
ン
グ
の

検
証
は
重
要
だ
ろ
う
。

　
日
本
版
の
指
標
項
目
は
４
つ
の
分
野

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
各
分
野
の
解

説
と
共
に
、
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
め

だ
っ
た
大
学
を
紹
介
す
る
。

指
標
、割
合
に
変
更
な
し

３
か
年
の
経
年
比
較
が
可
能

キ
ー
プ
。
私
立
大
学
で
は
津
田
塾
大
学

が
前
回
15
位
タ
イ
↓
今
回
９
位
、
東
京

理
科
大
学
が
前
回
22
位
↓
今
回
12
位

と
ラ
ン
ク
を
上
げ
て
い
る
。

　「
教
育
成
果
」
は
、
企
業
人
事
に
対

し
て
卒
業
生
の
活
躍
度
合
い
を
、
ま
た

研
究
者
に
対
し
て
教
育
の
質
が
高
い
大

学
を
、
評
判
調
査
で
聞
い
て
い
る
。
こ

の
分
野
で
は
、
前
回
11
位
だ
っ
た
東
京

工
業
大
学
が
今
回
７
位
と
T
O
P
10
入

り
し
た
。
ま
た
、国
際
基
督
教
大
学
が
、

85
位
↓
43
位
↓
18
位
と
年
々
順
位
を

大
き
く
上
げ
て
い
る
。
同
大
学
の
教
育

で
成
長
し
た
学
生
が
、
最
近
の
企
業
が

求
め
る
人
材
像
と
合
致
し
て
い
る
と
も

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　「
国
際
性
」
は
、世
界
版
の
「
国
際
性
」

と
も
共
通
性
の
あ
る
分
野
だ
が
、
日
本

版
は
「
日
本
人
学
生
の
留
学
比
率
」「
外

国
語
で
行
わ
れ
て
い
る
講
座
の
比
率
」

と
い
う
独
自
の
項
目
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
私
立
大
学
の
優
位
性
が
め
だ
つ
分

野
で
あ
る
が
、
今
年
は
上
位
20
位
内
に

国
立
大
学
が
３
校
入
っ
た
の
が
目
に
つ

く
。
私
立
で
は
京
都
外
国
語
大
学
が
前

回
14
位
タ
イ
↓
７
位
、
宮
崎
国
際
大
学

が
19
位
タ
イ
↓
８
位
に
順
位
を
上
げ

た
。
宮
崎
国
際
大
学
は
学
生
数
4
0
0

人
の
小
規
模
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、
多

く
の
外
国
人
教
員
を
擁
し
、
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
教
育
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
大
学
の
強
み
が
可
視
化
さ
れ
る
こ

と
が
、
日
本
版
な
ら
で
は
の
特
徴
だ
。

【図表3】
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区分 教育機関 2021スコア 2020スコア
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 ＊「=」：同順位
　（英語表記の大学名のアルファベット順に掲載）
 ＊「‒」：順位が201 位以下のためスコア非表示
 ＊NR：2020年版ではランキング対象校ではなかったことを示す
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筑波大学
早稲田大学
慶應義塾大学
広島大学
神戸大学
一橋大学
東京理科大学
横浜国立大学
千葉大学
国際基督教大学
立命館大学
大阪府立大学

〔
除
外
条
件
〕

前
提
と
し
て
、T
H
E
の
デ
ー
タ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン・ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
デ
ー
タ
を
入
力
し
、提
出
し
た
う
え
で
、

▼
必
須
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
大
学

▼「
認
証
評
価
」を
受
け
て
い
な
い
大
学

▼「
学
生
調
査
」の
有
効
回
答
数
が
50
件
に
達
し
て
い

な
い
大
学
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指
標
解
説
と

分
野
別
ラ
ン
キ
ン
グ

　「
教
育
リ
ソ
ー
ス
」
は
、
学
生
一
人

あ
た
り
の
資
金
や
教
員
比
率
な
ど
か

ら
、
ど
れ
だ
け
充
実
し
た
教
育
が
行
わ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
を
見
て
い

る
。
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
ベ
ー
ス
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
４
分
野
の
う
ち
最
も

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
分
野
は
国
立
大
学
や
医
療
系
の

学
部
を
持
つ
大
学
が
上
位
に
入
る
傾
向

が
高
く
、
今
回
は
東
京
医
科
歯
科
大
学

が
初
め
て
１
位
と
な
っ
た
。
豊
田
工
業

大
学
は
医
学
部
を
持
た
な
い
私
立
大
学

で
あ
り
な
が
ら
今
年
も
20
位
内
に
入

り
、
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

　「
教
育
充
実
度
」
は
、
学
生
調
査
と
、

高
校
の
進
路
指
導
教
員
へ
の
評
判
調
査

か
ら
、
学
生
が
在
学
中
に
得
る
経
験
の

質
を
検
証
す
る
。「
教
員・学
生
の
交
流
、

協
働
学
習
の
機
会
」「
授
業
・
指
導
の

充
実
度
」「
大
学
の
推
奨
度
」
の
３
項

目
で
構
成
さ
れ
る
学
生
調
査
の
比
重

（
計
18
％
）
は
、
全
体
の
中
で
も
大
き

な
割
合
を
占
め
る
。

　
こ
の
分
野
で
は
、国
際
教
養
大
学
が
、

学
生
調
査
が
初
め
て
導
入
さ
れ
た

2
0
1
9
年
か
ら
連
続
し
て
１
位
を

＊ 複数の科やコースを設置している高校には、調査票を複数枚送付した場合もある

※データ提供：Times Higher Education（THE）
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大学入力情報 
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大学入力情報

ベネッセ

エルゼビア社

大学入力情報 

大学入力情報 

国際性
Environment

教育成果
Outcomes

教育充実度
Engagement

教育リソース
Resources

入学後の能力伸長

研究者の評判調査

8%

8％

7％

6％

5%

6%

6%

6%

6%

6%

8%

8%

5%

5%

5%

5% 

2019年度

2019年度

2015-19年

2019年度

2019年度

2019・20年

2019・20年

ベネッセ2019・20年

ベネッセ2019・20年

ベネッセ2019・20年

2019年度

2019年度

2019年度

2019年度

2019・20年

2019・20年

教員数／在籍学生数

経常収入／在籍学生数

論文数／教員数　※ScopusよりTHEが抽出

ベネッセ総合学力テストにおける大学合格者の学力

競争的資金制度の大学別の獲得件数／教員数

在籍外国人教員数／教員数

在籍外国人学生数／在籍学生数

日本人学生の留学者数／在籍学生数

外国語で行われている講座数／全講座数

研究者向けの評判調査から日本の大学に関する日本の研究者の回答を抽出

2020年調査対象：日本の高校の進路指導教員
調査書発送校数＊：5371校
回答校数：1875校（特定の地域に有利・不利が出ない集計）
※2019年（回答校数：2181校）、2020年の結果の２か年分を使用

2020年調査対象：日本の大学生・大学院生（留学生含む）
有効回答到達校数：278校
総回答数：49603件
※2019年（回答数：45017件）、2020年の結果の２か年分を使用

調査対象：全上場企業と有力未上場企業
回答数：805社（2020）、815社（2019）の２か年分を使用
調査項目：過去２年間の新卒採用実績上位10大学の学生のイ
メージを12項目、各６段階で聞いている

外国人学生比率

外国人教員比率

日本人学生の留学比率

外国語で行われている講座の比率

企業人事の評判調査

学生一人あたりの資金

学生一人あたりの教員比率

教員一人あたりの論文数

大学合格者の学力

教員一人あたりの競争的資金獲得数

高校教員の
評判調査

日経HR

THE世界大学
ランキング

グローバル人材育成の重視

学生調査

教員・学生の交流、協働学習の機会

授業・指導の充実度

大学の推奨度

分野  Pillars 項目　Metrics 割合 対象年 データ元 備考

日本版2021の指標【図表2】
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＊Times Higher Education（THE）が2021年4月16日に公表した情報に基づいています
＊「THE世界大学ランキング日本版2021」の発表後、9大学の教育充実度分野のスコアが正しく
　算出されていないことが判明しました。正しいデータに基づいてスコアを再計算した結果、
　9大学中6大学の総合順位・スコア、および7大学の教育充実度順位・スコアが訂正されました。
　THEのランキング訂正ポリシーの詳細は、下記のWebページをご覧ください
　https://www.timeshighereducation.com/times-higher-education-world-university-rankings-corrections-policy

＊1～100位は個別に順位がつきます。101位から150位は約10校ごとを同順位としています 
＊「＝」 ： 同順位の大学あり（英語表記の大学名のアルファベット順に掲載）／
　「－」 ： 各分野の順位が201位以下のためスコア非表示／
  「NR」 ： 前年エントリーしていない、エントリーしたがランキングがつかなかった大学
＊データ提供 ： Timeｓ Higher Education（THE）総合ランキングTHE世界大学ランキング日本版2021
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40.7

36.8

50.6

31.7

60.8

50.7

50.9

55.4

29.8

45.1

54.0

61.1

‒

43.1

31.6

55.6

54.3

35.1

47.1

57.1

41.6

63.9

54.1

34.3

49.3

‒

71.1

81.9

67.7

77.0

79.5

57.6

67.5

67.9

73.9

73.2

77.7

74.0

77.5

61.2

70.7

71.7

62.0

56.5

82.3

68.9

57.0

56.9

69.0

66.6

74.0

73.3

56.0

65.0

55.7

75.2

69.3

62.0

59.5

55.9

62.3

69.6

65.2

77.7

28.2

38.6

53.5

47.4

36.2

32.2

40.8

44.8

40.8

‒

41.8

36.6

45.0

45.2

47.2

31.4

47.8

43.2

34.5

35.4

55.1

‒

33.4

48.9

31.2

40.1

40.4

39.0

34.0

42.8

40.9

40.0

31.6

41.8

36.2

42.6

29.0

32.6

45.0

81.0

51.1

70.6

76.5

42.6

54.6

71.8

71.1

90.2

56.8

41.5

61.3

90.2

45.6

49.2

59.5

52.2

68.8

92.6

44.2

73.0

59.4

43.9

91.3

44.8

54.9

55.3

91.5

‒

52.3

42.6

71.5

57.0

56.9

56.8

56.2

55.6

55.2

54.8

54.2

54.1

53.9

53.8

53.6

53.5

53.4

53.3

53.2

52.7

52.5

52.2

52.1

51.7

51.7

51.3

51.3

51.1

51.0

50.9

50.6

50.4

50.3

50.3

50.2

50.2

50.1

50.0

49.8

49.8

49.5

49.5

横浜市立大学

神田外語大学

東京都立大学

同志社大学

立教大学

豊田工業大学

秋田大学

学習院大学

関西学院大学

福岡女子大学

中央大学

新潟大学

青山学院大学

大阪市立大学

信州大学

神戸市外国語大学

名古屋工業大学

福井大学

津田塾大学

山口大学

大阪府立大学

聖路加国際大学

関西外国語大学

宇都宮大学

南山大学

法政大学

岐阜大学

鳥取大学

創価大学

近畿大学

山形大学

帯広畜産大学

埼玉大学

京都外国語大学

順天堂大学

群馬大学

関西大学

佐賀大学

東洋大学

79

79

80

81

82

83

=84

=84

86

87

=88

=88

=88

=91

=91

=91

94

95

96

97

98

99

100

 

NR

=81

90

=81

84

=91

69

79

61

=91

=95

=70

86

85

=72

97

87

98

=95

88

89

94

=100

99

=100

青森県

島根県

愛知県

鹿児島県

静岡県

愛知県

徳島県

富山県

愛媛県

岩手県

愛知県

北海道

福岡県

秋田県

高知県

東京都

静岡県

滋賀県

香川県

奈良県

埼玉県

兵庫県

東京都

茨城県

高知県

京都府

東京都

三重県

新潟県

京都府

北海道

東京都

山梨県

福島県

静岡県

兵庫県

石川県

京都府

東京都

51.4

50.1

‒

50.1

42.7

61.7

53.9

48.5

46.0

41.2

37.6

41.6

50.2

42.3

50.3

76.5

54.7

49.4

‒

44.1

‒

38.5

51.9

46.5

75.0

53.4

37.8

78.3

80.0

79.6

75.4

69.4

59.1

66.1

59.7

62.3

 

57.7

59.1

63.9

56.5

74.4

70.8

65.5

70.0

71.7

61.0

‒

70.4

58.4

68.7

66.8

68.4

65.9

57.4

63.5

68.3

70.3

59.0

‒

‒

78.6

‒

‒

30.5

29.9

34.4

30.0

35.8

28.9

37.8

35.4

39.9

47.0

29.0

32.4

34.8

35.2

38.4

‒

41.8

41.9

38.0

36.4

35.3

29.9

33.2

38.9

33.4

29.4

‒

35.8

‒

‒

50.0

‒

‒

48.1

85.5

44.6

47.8

42.4

41.0

65.7

61.4

‒

62.9

44.3

52.2

64.4

40.0

76.3

51.9

63.2

73.3

51.9

‒

61.4

40.2

‒

‒

‒

‒

‒

49.3

49.2

49.1

48.7

48.5

48.3

48.0

48.0

47.9

47.8

47.5

47.5

47.5

47.4

47.4

47.4

47.3

47.2

47.1

47.0

46.7

46.6

46.5

弘前大学

島根大学

名古屋外国語大学

鹿児島大学

静岡大学

名古屋市立大学

徳島大学

富山大学

愛媛大学

岩手大学

愛知県立大学

公立はこだて未来大学

北九州市立大学

秋田県立大学

高知工科大学

武蔵大学

静岡県立大学

滋賀医科大学

香川大学

奈良女子大学

獨協大学

兵庫県立大学

桜美林大学

茨城大学

高知大学

京都産業大学

明治学院大学

三重大学

新潟県立大学

龍谷大学

札幌医科大学

昭和女子大学

山梨大学

福島大学

浜松医科大学

兵庫医科大学

金沢工業大学

京都府立医科大学

日本医科大学

国

私

私

私

公

私

私

国

私

私

私

国

私

私

私

私

私

私

国

国

私

公

私

私

公

私

私

私

私

私

私

私

公

私

私

私

私

国

北海道

千葉県

福岡県

埼玉県

福島県

東京都

東京都

宮崎県

宮崎県

愛知県

福岡県

沖縄県

東京都

東京都

愛知県

愛知県

福岡県

東京都

北海道

北海道

東京都

奈良県

東京都

東京都

山梨県

京都府

福岡県

東京都

神奈川県

石川県

愛知県

東京都

広島県

神奈川県

東京都

東京都

東京都

和歌山県

‒

‒

‒

76.8

54.1

40.7

52.9

‒

‒

71.4

44.2

32.6

73.9

33.7

72.8

38.3

34.0

77.1

31.3

‒

33.6

35.5

68.0

32.3

41.1

72.4

31.5

75.6

32.5

72.4

57.8

71.6

57.5

‒

56.2

‒

61.8

64.5

‒

55.4

65.1

65.6

‒

61.9

65.5

55.7

58.3

‒

63.4

70.8

61.8

61.8

62.6

‒

61.4

67.9

‒

61.0

64.0

‒

29.4

29.7

‒

32.7

32.6

‒

‒

‒

32.0

31.8

‒

30.8

26.6

‒

29.8

31.9

26.4

‒

31.8

‒

‒

29.0

31.0

36.5

26.6

‒

31.7

35.2

‒

‒

31.7

37.1

‒

31.7

56.0

85.4

57.1

88.1

‒

‒

41.9

91.4

85.9

45.6

‒

56.8

‒

65.0

‒

48.6

61.4

56.1

46.2

50.8

‒

‒

45.1

‒

‒

‒

40.4

小樽商科大学

麗澤大学

西南学院大学

東京国際大学

福島県立医科大学

北里大学

工学院大学

宮崎大学

宮崎国際大学

名古屋商科大学

産業医科大学

琉球大学

成蹊大学

帝京大学

愛知医科大学

中京大学

福岡工業大学

東京慈恵会医科大学

北見工業大学

室蘭工業大学

武蔵野大学

奈良県立医科大学

東京都市大学

東京女子大学

都留文科大学

同志社女子大学

福岡大学

日本女子大学

神奈川大学

金沢医科大学

名城大学

日本大学

県立広島大学

聖マリアンナ医科大学

東海大学

東京農業大学

東京医科大学

和歌山大学

101
-110

101
-110

101
-110

101
-110

111
-120

111
-120

111
-120

111
-120

111
-120

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

15.8
-25.7

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

15.8
-25.7

47.7
-55.1

47.7
-55.1
47.7
-55.1

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

15.8
-25.7

15.8
-25.7

15.8
-25.7

20.9
-29.5

20.9
-29.5

47.7
-55.1
47.7
-55.1

47.7
-55.1

47.7
-55.1

47.7
-55.1

29.4
-39.9
29.4
-39.9

29.4
-39.9

44.7
-46.3
44.7
-46.3
44.7
-46.3
44.7
-46.3
44.7
-46.3
44.7
-46.3
44.7
-46.3
44.7
-46.3
44.7
-46.3
44.7
-46.3
43.4
-44.3
43.4
-44.3
43.4
-44.3
43.4
-44.3
43.4
-44.3
43.4
-44.3

29.4
-39.9

20.9
-29.5
20.9
-29.5

20.9
-29.5
20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

15.8
-25.7

15.8
-25.7

15.8
-25.7

121
-130

121
-130

101
-110

101
-110

101
-110

111
-120

131
-140

121
-130

131
-140

141
-150

111
-120

111
-120
111
-120

111
-120

111
-120

101
-110

101
-110

131
-140

131
-140

131
-140
131
-140

131
-140

131
-140

131
-140

141
-150
121
-130

121
-130

121
-130

121
-130

141
-150

141
-150

141
-150

121
-130

121
-130

121
-130

141
-150

101
-110

101
-110

151
-200

151
-200

151
-200

151
-200

141
-150

151
-200
151
-200

101
-110

151
-200

151
-200

NR

NR

NR

43.4
-44.3
43.4
-44.3
43.4
-44.3
43.4
-44.3
42.3
-43.2
42.3
-43.2
42.3
-43.2
42.3
-43.2
42.3
-43.2
42.3
-43.2
42.3
-43.2
42.3
-43.2
42.3
-43.2
42.3
-43.2
41.4
-42.1
41.4
-42.1
41.4
-42.1
41.4
-42.1
41.4
-42.1
41.4
-42.1
41.4
-42.1
41.4
-42.1
41.4
-42.1
41.4
-42.1
41.4
-42.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1
40.3
-41.1

40.3
-41.1

40.3
-41.1

29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9
29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9
29.4
-39.9

29.4
-39.9
29.4
-39.9

29.4
-39.9

29.4
-39.9

15.8
-25.7

15.8
-25.7

15.8
-25.7

15.8
-25.7

47.7
-55.1

47.7
-55.1

47.7
-55.1

47.7
-55.1

47.7
-55.1

47.7
-55.1

47.7
-55.1

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5

20.9
-29.5　

＊ 150位までを抜粋して掲載しています
　151位以降はhttps://japanuniversityrankings.jp/rankings/を参照のこと

教育
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2021
順位

2020
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教育

リソース
教育

充実度区分 教育
成果 総合

2021
順位

2020
順位 教育機関 都道

府県 国際性
教育

リソース
教育

充実度区分 教育
成果 総合

2021
順位

2020
順位 教育機関 都道

府県 国際性
教育

リソース
教育

充実度区分 教育
成果 総合

2021
順位

2020
順位 教育機関 都道

府県 国際性
教育

リソース
教育

充実度区分

国

国

私

国

国

公

国

国

国

国

公

公

公

公

公

私

公

国

国

国

私

公

私

国

国

私

私

国

公

私

公

私

国

国

国

私

私

公

私



17

20

108

119

３
年
主
任 

嘉
賀
正
泰
先
生

生
徒
数
：
１
学
年
約
2
6
0
人

合
格
者
数
：
国
公
立
大
学
6
人
、

               

私
立
大
学
2
4
8
人（
2
0
2
0
年
度
）

愛
知
県
立
豊
明
高
校

進
路
指
導
主
事 

田
崎 

潤
先
生
  ＊2
　

生
徒
数
：
１
学
年
約
2
4
0
人 

合
格
者
数
：
国
公
立
大
学
2
3
人
、

              

私
立
大
学
2
0
9
人（
2
0
2
0
年
度
）

　
個
人
的
に
教
育
が
充
実
し
て
い
る
と

感
じ
る
の
は
、
宮
城
大
学
、
東
北
工
業

大
学
な
ど
で
す
。
例
え
ば
探
究
学
習
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
東
北
工
業
大
学
は
、
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
に
対
す
る
先
生
方
の
指
導
が

手
厚
く
、
大
学
入
学
後
の
学
生
に
対
す

る
面
倒
見
の
よ
さ
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

ラ
ン
ク
外
で
す
が
、
東
北
芸
術
工
科
大

学
は
、
探
究
学
習
の
成
果
発
表
の
場
と

し
て
   ＊1
　デ
ザ
セ
ン
を
実
施
し
て
お
り
、

生
徒
が
高
校
で
の
探
究
活
動
を
引
き
続

き
取
り
組
め
そ
う
な
大
学
と
し
て
地
元

で
の
評
価
が
高
い
で
す
。
私
立
ト
ッ
プ

の
東
北
学
院
大
学
は
、
国
立
大
学
と
同

等
の
評
価
な
の
が
出
色
で
す
ね
。
キ
ャ

ン
パ
ス
も
中
心
部
に
移
転
す
る
の
で
生

徒
の
人
気
が
高
ま
り
そ
う
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
エ
リ
ア
内
の
大
学
は
、

高
校
向
け
の
情
報
提
供
に
あ
ま
り
積
極

的
で
は
な
い
印
象
で
す
。
中
に
は
、
今

は
理
系
の
学
部
も
そ
ろ
う
総
合
大
学
で

あ
っ
て
も
、
い
ま
だ
多
く
の
高
校
教
員

が
昔
の
「
文
系
の
大
学
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
大
学
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
動

き
を
高
校
に
伝
え
る
際
は
、
新
学
部
や

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
「
内
容
」
だ

け
で
な
く
、
社
会
の
変
化
や
将
来
を
見

据
え
て
ど
ん
な
人
材
の
育
成
を
行
う
の

か
と
い
う
「
狙
い
」
が
重
要
で
す
。
施

策
の
意
図
が
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
に
合
う

生
徒
に
進
学
を
勧
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
郊
外
に
あ
る
本
校
に
と
っ
て
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
や
す
く
な
り
、
生
徒
の
大
学
選
び
の

幅
が
広
が
り
ま
し
た
。
大
学
の
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
情
報
を
入
手
す

る
生
徒
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
対

面
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
よ
る
大
学
と
の

接
触
機
会
の
減
少
を
補
お
う
と
、
探
究

学
習
等
の
発
表
会
に
大
学
を
招
い
て
も

い
ま
す
。
学
び
を
通
じ
た
よ
い
連
携
が

で
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

取材・文／編集部、児山雄介
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宮
城
県
気
仙
沼
高
校

生
徒
数
：
１
学
年
約
2
3
0
人 

合
格
者
数
：
国
公
立
大
学
33
人
、

              

私
立
大
学
1
8
３
人（
2
0
2
0
年
度
）

高校教員はＴＨＥ世界大学ランキング
日本版をどう使っているか？

＊ベネッセコーポレーション
「ベネッセ出願指導研究会アンケート」（2020年） N＝632 

0 50 100 150 200 250
（件）

出願校決定時に、視野を広げて
出願変更を前向きにさせるため

エリア別ランキング表について
ＴＨＥ世界大学ランキング日本版2021の
「教育充実度」分野のスコアに基づく

高
校
教
員
は
ど
う
見
た
か
？

日
本
版
２
０
２
１「
教
育
充
実
度
」の

ス
コ
ア
を
エ
リ
ア
別
に
集
計
し
た

ラ
ン
キ
ン
グ
表
を
基
に
し
て
、

各
エ
リ
ア
の
高
校
教
員
が

大
学
に
望
む
教
育
や
連
携
を
語
る
。

エ
リ
ア
別「
教
育
充
実
度
」ラ
ン
キ
ン
グ

66

226

64

国立大学
公立大学
私立大学＊「=」：同順位（英語表記のアルファベット順に掲載）

　
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
私
立
３
大
学
は
、

い
ず
れ
も
教
育
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
は
こ
こ

２
、３
年
で
県
内
で
の
評
判
が
急
上
昇
。

本
校
か
ら
の
入
学
者
も
増
え
て
お
り
、

高
大
連
携
授
業
で
来
校
し
た
際
に
見
せ

る
卒
業
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
プ
レ

ゼ
ン
能
力
は
高
校
時
代
と
は
見
違
え
る

よ
う
で
す
。Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
社
会
人
と
関
わ

る
機
会
が
多
い
教
育
が
そ
の
要
因
の
一

つ
で
し
ょ
う
。
白
鷗
大
学
は
小
中
学
校

の
教
員
採
用
実
績
が
向
上
し
て
お
り
、

新
潟
医
療
福
祉
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
選

手
、
救
急
救
命
士
な
ど
特
徴
的
な
人
材

育
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
教
育
力
を
知
る
一
番
の
方
法

は
、
学
生
を
見
る
こ
と
で
す
。
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

学
生
に
よ
る
説
明
を
聞
く
と
生
徒
は
研

究
内
容
を
身
近
に
感
じ
ま
す
し
、
高
大

連
携
で
生
徒
が
学
生
と
触
れ
合
え
ば
、

生
徒
自
身
が
教
育
力
を
体
感
し
、
そ
の

大
学
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
首
都
圏
の
大
学
へ
の
進
学
は
、
遠
隔

授
業
な
ら
行
く
意
味
が
な
く
、
感
染
症

へ
の
不
安
も
あ
り
避
け
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
県
内
進
学
の
割
合
は
、
６
割
か

ら
７
割
へ
と
増
加
す
る
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
こ
そ
地
元
の
大
学
に
は
学
生
が
充

実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
一

層
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
私
は
偏
差
値
で
は
な
く
、
そ
の
大
学

で
学
び
た
い
理
由
を
軸
に
大
学
を
選
ぶ

よ
う
生
徒
に
指
導
し
た
り
、Ｓ
Ｔ
比
や

ニ
ッ
チ
な
研
究
室
が
あ
る
大
学
を
自
分

で
調
べ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
教
育
力

を
数
値
化
し
た
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
非

常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ス
コ
ア
を

参
考
に
教
育
の
特
色
を
調
べ
れ
ば
、
各

大
学
へ
の
理
解
が
進
む
で
し
ょ
う
。

　
来
校
時
、
職
員
が
卒
業
生
の
様
子
を

詳
し
く
報
告
し
て
く
れ
た
金
沢
工
業
大

学
、
卒
業
生
へ
の
講
演
依
頼
に
真
摯
に

取
り
組
ん
で
く
れ
た
名
城
大
学
に
は
好

印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
や

り
取
り
で
、
親
身
に
な
っ
て
く
れ
る
教

職
員
が
い
る
と
わ
か
っ
た
大
学
は
、
自

信
を
持
っ
て
生
徒
に
勧
め
ら
れ
ま
す
。

学
生
を
育
て
る
の
は
、
大
学
と
い
う
入

れ
物
で
は
な
く
、
生
身
の
教
職
員
だ
か

ら
で
す
。

　
生
徒
の
傾
向
と
し
て
は
、
も
と
も
と

強
か
っ
た
地
元
志
向
に
拍
車
が
か
か

り
、
自
宅
か
ら
自
転
車
で
通
え
る
大
学

に
学
校
推
薦
型
選
抜
で
入
る
生
徒
が
増

え
て
い
ま
す
。
結
果
、
延
べ
合
格
者
数

が
５
年
前
の
半
分
に
減
り
、
そ
れ
を
見

た
大
学
が
指
定
校
推
薦
枠
を
徐
々
に
減

ら
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
後

は
そ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
も
本
音
で

話
せ
る
大
学
、
教
職
員
を
増
や
せ
て
い

け
た
ら
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

数
値
化
さ
れ
た
教
育
力
を

大
学
調
べ
に
生
か
し
た
い

北海道・東北
北海道、青森県、岩手県、宮城県、

秋田県、山形県、福島県

国際教養大学
北海道大学
東北大学
会津大学
公立はこだて未来大学
小樽商科大学
弘前大学
山形大学
秋田大学
秋田県立大学
東北学院大学
岩手大学
岩手県立大学
東北公益文科大学
北星学園大学
福島大学
室蘭工業大学
北見工業大学
宮城大学
釧路公立大学
宮城学院女子大学
帯広畜産大学
札幌学院大学
札幌医科大学
東北工業大学

92.5
82.7
82.4
79.6
74.4
72.4
69.4
69.3
67.5
65.5
64.8
63.9
61.7
60.5
60.2
59.0
58.3
55.7
55.2

47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1

1
7
8

20
38
46
60
60
73

=81
86
90

104
112
114
121
123

=143
=149

151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200

順位 教育機関 スコア

北関東・甲信越
茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、山梨県、長野県

筑波大学
新潟大学
都留文科大学
信州大学
長岡技術科学大学
茨城大学
宇都宮大学
共愛学園前橋国際大学
新潟県立大学
群馬大学
群馬県立女子大学
群馬県立県民健康科学大学
白鷗大学
茨城県立医療大学
新潟医療福祉大学
山梨大学

84.6
74.0
70.8
70.7
68.9
66.8
66.6
66.2
63.5
62.3
61.6

47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1

4
=39
=51
53

=63
74
75

=76
91

=96
105

151-200
151-200
151-200
151-200
151-200

順位 教育機関 スコア

北陸・東海
富山県、石川県、福井県、岐阜県、

静岡県、愛知県、三重県

名古屋大学
金沢工業大学
金沢大学
南山大学
名古屋外国語大学
名古屋商科大学
静岡大学
名古屋工業大学
中京大学
愛知大学
名城大学
静岡県立大学
富山大学
豊田工業大学
三重大学
愛知県立大学
福井大学
岐阜大学
金沢星稜大学
富山県立大学
中部大学
豊橋技術科学大学
名古屋市立大学
椙山女学園大学

82.1
78.6
75.3
74.0
66.1
64.5
62.3
62.0
61.9
61.4
61.4
61.0
57.7
57.6
57.4
56.5
56.5
56.0
55.9
55.9
55.7
55.2

47.7-55.1
47.7-55.1

=10
23
35

=39
78
87

=96
=98
100

=106
=106
=109
=126
129
132

=136
=136
140

=141
=141
=143
=149

151-200
151-200

順位 教育機関 スコア

研
究
企
画
部（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
主
任
） 

鈴
木
悠
生
先
生

学
生
に
に
じ
み
出
る

そ
の
大
学
の
教
育
力

前
橋
市
立
前
橋
高
校

教
職
員
が
熱
心
な

大
学
は
信
用
で
き
る

育
成
方
針
が
わ
か
れ
ば

合
う
生
徒
を
勧
め
ら
れ
る

※複数回答可

＊2 取材当時。2021年４月より、群馬県立沼田高校定時制課程教頭

出願校決定時に、保護者との
コミュニケーションを円滑に行うため

その他

低学年時に、地元の大学しか
知らない生徒の視野を広げるため

低学年時に、大学の特徴を研究させるため

志望校研究時に、視野を広げて
選択肢を増やすため

志望校研究時に、偏差値に偏らない
志望校選択を実現するため

知
り
た
い
の
は

そ
の
施
策
の「
狙
い
」

＊1 全国高等学校デザイン選手権大会

し
ん 

し

県
外
進
学
希
望
者
は
減
少

地
元
大
学
の
教
育
力
に
期
待

特集  教育力×広報力＝募集力へ！

※データ提供：Times Higher Education（THE）。「THE世界大学ラン
　キング日本版2021」発表後に修正されたデータで掲載しています。



教
頭 

野
櫻
慎
二
先
生

生
徒
数
：
１
学
年
約
4
4
0
人

合
格
者
数
：
国
公
立
大
学
6
人
、

              

私
立
大
学
3
4
7
人（
2
0
2
0
年
度
）

生
徒
数
：
１
学
年
約
3
2
0
人

合
格
者
数
：
国
公
立
大
学
55
人
、

              

私
立
大
学
１
3
7
4
人（
2
0
2
0
年
度
）

総
合
学
科
部 

椿
仁
三
千
先
生

　
偏
差
値
で
は
わ
か
ら
な
い
、
そ
の
大

学
が
４
年
間
の
学
び
に
向
き
合
え
る
場

所
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
一
つ
の
基
準

と
し
て
、
意
味
が
あ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
だ

と
思
い
ま
す
。
特
に
学
生
調
査
結
果
が

反
映
さ
れ
た
「
教
育
充
実
度
」
は
、
学

生
の
期
待
の
実
現
度
を
表
し
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
昨
今
の
学
生
が
期
待
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
、
学
修
サ
ポ
ー
ト
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
し
っ

か
り
取
り
組
む
大
学
が
評
価
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
、

い
わ
ゆ
る
「
有
名
大
」
で
は
な
い
の
に

ス
コ
ア
が
高
い
大
学
に
は
教
育
へ
の
努

力
を
感
じ
ま
す
。

　
上
位
大
の
中
で
は
東
洋
大
学
は
学
部

数
も
多
く
、
学
生
の
「
学
び
た
い
」
を

実
現
で
き
る
機
会
、
環
境
が
あ
る
大
学

と
い
う
印
象
で
す
。
一
方
地
元
の
千
葉

工
業
大
学
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
宇
宙
に
強

い
と
い
っ
た
特
色
が
際
立
っ
て
い
ま

す
。
芝
浦
工
業
大
学
の
よ
う
に
、
国
際

系
の
大
学
・
学
部
で
は
な
い
の
に
「
国

際
性
」
ス
コ
ア
が
高
い
大
学
に
も
注
目

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
交
流
が
活
性
化
し
て
い
る

現
在
は
、
国
内
に
い
な
が
ら
国
際
化
が

図
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
し
ょ
う
。

　
生
徒
、
学
生
が
自
身
の
生
き
方
を
主

体
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
学
び
を
ベ
ー
ス
と
し
た
高
大
接

続
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
高
校

と
し
て
強
く
望
む
の
は
、
ソ
フ
ト
面
で

の
連
携
で
す
。
設
備
や
器
具
を
借
り
る

ハ
ー
ド
面
で
の
連
携
は
し
や
す
い
の
で

す
が
、
ソ
フ
ト
面
の
連
携
、
つ
ま
り
学

生
と
生
徒
が
交
流
す
る
連
携
は
、
学
生

へ
の
信
頼
度
が
高
い
大
学
し
か
引
き
受

け
て
く
れ
ま
せ
ん
。
生
徒
に
と
っ
て
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、ま
た
メ
ン
タ
ー

と
し
て
、
探
究
活
動
に
参
加
し
た
り
、

学
生
生
活
や
進
路
に
つ
い
て
の
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
接
続
が
理

想
で
す
。
ラ
ン
ク
外
で
す
が
、
産
業
能

率
大
学
は
高
校
や
企
業
と
の
交
流
を
前

提
と
し
た
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
前
任

校
で
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
生
徒
に
は
常
に
、「
大
学
で
の
学
び

が
人
生
に
ど
う
関
わ
る
か
を
考
え
よ
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
大
学
に
は
、
そ
れ

を
語
れ
る
よ
う
な
学
生
を
育
て
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
生
が
主
体
性
、
自
律
性
を
発
揮
で

き
る
大
学
ほ
ど
、「
教
育
充
実
度
」
は

高
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
難
関
大
学
に

は
最
初
か
ら
そ
う
し
た
資
質
を
備
え
た

学
生
が
集
ま
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な

い
の
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
大
学

は
、
そ
れ
ら
の
資
質
を
鍛
え
る
教
育
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
例
え
ば

東
洋
大
学
は
大
規
模
大
学
な
の
で
個
々

の
学
生
の
ケ
ア
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
い

2021 5-621 2021 5-6 20

う
先
入
観
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
に
学
生
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
教
育
改
革
が
な
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
今
の
生
徒
は

寄
り
添
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
な
の

で
、
そ
れ
が
わ
か
れ
ば
安
心
し
て
生
徒

を
預
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
入
試
や
出
前
授
業
と
い
っ
た
「
イ
ベ

ン
ト
」
を
通
し
た
高
大
連
携
は
そ
の
場

限
り
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
で

触
れ
た
学
問
を
自
分
ご
と
と
し
て
深

め
て
い
く
の
は
、
多
く
の
生
徒
に
と
っ

て
難
し
い
こ
と
で
す
。
一
方
、
日
頃
の

授
業
や
探
究
学
習
の
中
で
の
連
携
は
、

高
校
で
の
学
び
と
の
連
続
性
が
あ
る

た
め
、
生
徒
が
学
問
や
進
路
を
深
掘

り
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
や
す
い
と

感
じ
ま
す
。
前
年
度
に
行
っ
た
地
域
活

性
化
に
関
す
る
探
究
学
習
に
は
、
関

東
学
院
大
学
の
先
生
が
初
対
面
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
快
く
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
最
近
は
東
京
都
市
大
学
の
入
試
担

当
職
員
と
も
、
探
究
学
習
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
談
義
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
地
元
の
関
東
学
院
大
学
、
神
奈
川

歯
科
大
学
に
は
、
生
徒
が
図
書
館
を
利

用
さ
せ
て
も
ら
う
協
力
を
取
り
付
け
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
校
と
大
学
の
学
び

が
「
日
常
」
の
中
で
つ
な
が
る
の
が
一

つ
の
理
想
形
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
隆

盛
に
よ
り
、
こ
う
し
た
交
流
の
敷
居
が

下
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　志望者が東大にもの申す！̶̶神奈川県の私立男子校である
聖光学院中学校・高校の高校１年生グループは、ＴＨＥ世界大学ラ
ンキングのデータなどを基に東京大学が抱える課題を分析。2021
年１月、代表の３人が、大学に対して改革案のプレゼンを行った。
　探究学習の一環としてこの企画を考えたのは、同高校の五十棲
浩二教諭。「本校の生徒は例年、半数近くが東京大学を受験する。
ただ、東大をめざすのが当たり前という空気に流され、深く考えずに
志望する生徒も少なくない。海外大学も含めて選択肢が多様化す
る中で、なぜ東大を選ぶのか。ランキングを切り口に東大を相対的に
とらえ、志望する理由や大学で自分が何をしたいのかを確認する機
会にしたいと考え、企画した」と話す。
　１人目のプレゼンター、梅村知仁さんはＴＨＥ世界大学ランキング
による東大の分野別スコアを提示し、「突出して高い分野も低い分
野もない。広報されているビジョンなどを読んでも、めざす姿が見えて
こない」と分析。「スタンフォード大学と言えば科学技術の社会実
装」といったように、東大も明確な個性を打ち出すべきだとして、「官
公庁との密接な連携」を世界にアピールしてはどうかと提案した。
　２人目の飼沼隼さんは、大学ランキングは海外学生の留学先選
び等に影響を持つことから、順位が下降傾向にある現状にてこ入れ
が必要だとの見解だ。世界版、日本版共に「国際性」が課題の一つ
と指摘。「英語で行う授業の比率は、国際教養大学の80.４％に対
し、9.8％しかない。例えばこの率を上げれば、海外の留学希望者等

に教育の魅力を知っ
てもらえるのでは」と
述べた後、「そもそも
大学から公表されて

いるデータが少なく、調べづらかった」との感想も加えた。
　３人目、鷲見将太郎さんは、日本語による学問環境が充実してい
る日本では「国際性」のスコアを上げるより、「日本への貢献度トップ
の大学」をめざすべきと主張。国内の優秀な受験生を確保するため
の施策として、総合型選抜と飛び級制度の積極的な活用を挙げた。

　３人の発表に共通していたのは、「東大の魅力が国内外に十分
に伝わっていない」という見方。東大の戦略や活動を社会に示す

「統合報告書」＊の作成担当者、青木志帆IRデータ課長は、「指摘
はその通り。最新の報告書はまさに、東大は誰に向けて何をアピー
ルすべきか、という課題意識に基づいて作成した」と話した。有馬孝
尚総長特任補佐（IR担当）は「国際化や特色化は、学内でも議論が
盛んな部分。国内の高校生には入試問題を通じて東大の考え方を
伝えてきたつもりだが、こちらから伝えるだけでなく、それらの論点に
ついて高校生の声も聴きたいと思わせてくれた」とコメントした。
　最後に、生徒からは、「東大をめざすことが当たり前な風潮に疑問
を持っていたが、調べた結果、あらためて行きたいと思った」「１年間
調べて研究や学生のすばらしさを実感。高校生向けにもっと情報発
信を」などの声が挙がった。高校生から主体的に選ばれる大学にな
るには、彼らの関心に応える情報を提供し続ける必要がありそうだ。

～高校生がランキングから見た
　志望大の課題と改革案を大学に提案

探究学習で大学研
究！

Rep o r t

コロナ禍によりオンライン
での開催になったが、生徒
のプレゼンはスムーズに行
われた

志望大候補であるからこそ、
課題の指摘にも熱がこもる

高校生から「めざしたい」と思われるために
魅力づくりとその発信は怠れない

「何をめざしているのかがわからない」
――未来の志望校にズバズバ指摘

い そ ずみ

首都圏
埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

国際基督教大学
東京工業大学
東京外国語大学
津田塾大学
上智大学
東京理科大学
神田外語大学
明治大学
東京大学
立教大学
お茶の水女子大学
一橋大学
早稲田大学
中央大学
東洋大学
青山学院大学
千葉大学
慶應義塾大学
芝浦工業大学
法政大学
横浜国立大学
武蔵大学
横浜市立大学
獨協大学
昭和女子大学
東京農工大学
東京海洋大学
千葉工業大学
桜美林大学
学習院大学
日本大学
東京都立大学
明治学院大学
帝京大学
成蹊大学
電気通信大学
東京農業大学
東京女子大学
神奈川大学
埼玉大学
東海大学
専修大学
東京電機大学
麗澤大学
東京医科歯科大学
東京国際大学
聖路加国際大学
埼玉県立大学
駒澤大学
北里大学
順天堂大学
創価大学
亜細亜大学
大東文化大学
日本女子大学
東京慈恵会医科大学
城西国際大学
神奈川工科大学
関東学院大学
恵泉女学園大学
工学院大学
明海大学
武蔵野大学
二松学舎大学
成城大学
拓殖大学
多摩美術大学
玉川大学
帝京平成大学
東京都市大学　　　　

91.3
83.9
83.2
82.3
82.1
82.0
81.9
81.6
80.9
79.5
79.2
78.3
78.2
77.7
77.7
77.5
77.0
76.6
76.1
73.3
72.7
71.7
71.1
70.4
70.3
70.2
69.0
68.8
68.7
67.9
67.9
67.7
65.9
65.6
65.1
64.1
64.0
63.4
62.6
62.0
61.0
60.4
59.5
57.8
57.7
57.5
56.9
56.6
56.4
56.2
55.9
55.7

47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1

2
5
6
9

=10
12
13
15
16
21
22
24
25

=27
=27
29

=31
33
34
42
44

=47
50

=54
56
57

=61
65
66

=70
=70
72
79
80
84
88
89
92
93

=98
=109
113

=117
125

=126
=130
134
135
138
139

=141
=143

151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200

順位 教育機関 スコア

千
葉
県
立
小
金
高
校

私
立
三
浦
学
苑
高
校
（
神
奈
川
県
）

学
生
の
期
待
に
応
え
る

努
力
の
証

学
生
が
メ
ン
タ
ー
と
な
る

交
流
を
望
み
た
い

主
体
性
、自
律
性
を

鍛
え
る
大
学
を
探
せ
る

「
イ
ベ
ン
ト
」で
は
な
く

「
日
常
」の
高
大
連
携
を

＊東大の「統合報告書」　https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about/public-relations/IRIR.html

特集  教育力×広報力＝募集力へ！
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近畿
滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、奈良県、和歌山県

大阪大学
立命館大学
神戸大学
京都大学
同志社大学
近畿大学
関西学院大学
神戸市外国語大学
関西大学
関西外国語大学
京都産業大学
龍谷大学
京都工芸繊維大学
京都女子大学
同志社女子大学
大阪市立大学
甲南大学
京都外国語大学
兵庫県立大学
神戸女学院大学
武庫川女子大学
大阪府立大学
滋賀大学
佛教大学
関西国際大学
神戸学院大学
京都先端科学大学
京都府立大学
京都橘大学
奈良女子大学
大阪経済法科大学
大阪女学院大学
大阪工業大学
和歌山大学

80.8
80.1
77.9
77.2
77.0
75.2
73.9
71.7
69.6
69.0
68.4
68.3
66.2
62.3
61.8
61.2
60.1
59.5
58.4
58.2
57.5
57.0
55.6

47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1

17
19
26
30

=31
36
41

=47
59

=61
67
68

=76
=96

=101
108
115

=117
122
124

=130
133
147

151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200

順位 教育機関 スコア

九州・沖縄
福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、

宮崎県、鹿児島県、沖縄県

立命館アジア太平洋大学
九州大学
九州工業大学
福岡女子大学
西南学院大学
北九州市立大学
熊本大学
長崎大学
福岡工業大学
佐賀大学
九州産業大学
名桜大学
福岡大学
宮崎国際大学
崇城大学
鹿児島大学
中村学園大学
琉球大学
久留米大学
長崎県立大学
大分大学
熊本県立大学

86.4
81.8
74.9
73.2
71.6
70.8
70.4
68.2
65.5
65.2
62.4
62.4
61.8
61.8
60.6
59.7
57.7
55.4

47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1

3
14
37
43
49

=51
=54
69

=81
83

=94
=94

=101
=101
111
116

=126
148

151-200
151-200
151-200
151-200

順位 教育機関 スコア

中国・四国
鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、

徳島県、香川県、愛媛県、高知県

広島大学
岡山大学
高知工科大学
山口大学
鳥取大学
愛媛大学
島根大学
ノートルダム清心女子大学
広島修道大学
広島工業大学
香川大学
高知大学
県立広島大学
下関市立大学
徳島大学
山口県立大学

80.2
72.5
70.0
68.9
65.0
59.1
59.1
55.7

47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1
47.7-55.1

18
45
58

=63
85

=119
=119
=143

151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200
151-200

順位 教育機関 スコア

　
エ
リ
ア
ト
ッ
プ
の
広
島
大
学
は
情
報

科
学
部
の
設
置
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
先

進
的
な
教
育
や
、
世
界
に
開
か
れ
た
教

育
、
伝
統
を
大
切
に
す
る
教
育
を
実
践

し
て
お
り
、
そ
れ
が
高
い
評
価
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
岡
山
大
学

は
、
伝
統
あ
る
医
学
部
を
始
め
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
総
合
大
学
と
し
て
魅
力

的
で
す
。
引
き
続
き
、
岡
山
県
の
教
育

活
動
へ
の
支
援
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
高
知
工
科
大
学
は
、
卒
業
生
か
ら
設

備
や
就
職
支
援
が
充
実
し
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学
は
教
育
実
習
に
来
る
卒
業
生
の
様

子
か
ら
、
授
業
等
を
通
し
て
礼
儀
や
学

び
の
姿
勢
を
身
に
付
け
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
大
学
か
ら
の
情
報
提
供
は
、
直
接

会
っ
て
話
を
聞
く
と
特
色
を
よ
り
深
く

理
解
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
の
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
Ａ
Ｐ
）

と
各
学
部
の
A
P
と
の
関
わ
り
を
明
確

に
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
学
部
の
特
色

も
よ
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
教
育
で
は
、
変
動
す
る

時
代
に
流
さ
れ
な
い
人
間
力
の
育
成
が

大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

高
校
、
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
学
ぶ

べ
き
こ
と
や
、
培
う
べ
き
力
に
つ
い
て

共
に
考
え
、
連
携
し
て
教
育
の
充
実
を

図
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
偏
差
値
の
高
い
大
学
は
理
解
力
の
あ

る
学
生
が
多
い
の
で
教
員
も
懸
命
に
指

導
す
る
―
―
こ
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
教

育
充
実
度
の
ス
コ
ア
も
高
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
は
「
丁
寧
な
教
育
」
を

行
っ
て
い
る
大
学
が
目
を
引
き
ま
す
。

私
が
考
え
る
丁
寧
な
教
育
と
は
、
学
生

と
教
職
員
の
人
間
的
な
付
き
合
い
の
中

で
、
時
間
を
か
け
な
が
ら
努
力
す
る
習

慣
と
人
間
性
を
辛
抱
強
く
育
て
る
教
育

で
す
。
そ
う
し
た
姿
勢
は
、〝
大
人
〞
に

成
長
し
た
卒
業
生
の
様
子
や
、
広
報
担

当
者
の
真
摯
な
対
応
に
接
す
る
と
わ
か

り
ま
す
。
例
え
ば
宮
崎
国
際
大
学
や
崇

城
大
学
か
ら
は
、そ
れ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
九
州
工
業
大
学
、
佐
賀
大

学
、
九
州
産
業
大
学
な
ど
新
し
い
も
の

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
改
革
に
熱
心

な
大
学
か
ら
は
、
教
育
に
対
す
る
教
職

員
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
複
雑
化
す
る
社
会
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
て
る
に
は
、中
高
大
が
連
携
し
、

多
様
な
学
習
機
会
を
用
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
双
方
が
身
を
乗
り
出
し
、

労
を
い
と
わ
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
真

の
連
携
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
丁
寧
に
、

熱
心
に
教
育
に
取
り
組
む
大
学
と
は
、

知
育
、
徳
育
に
よ
っ
て
生
徒
・
学
生
の

人
間
的
成
長
を
促
す
、
本
質
的
な
高
大

連
携
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
工
業
高
校
で
あ
る
本
校
が
注
目
し
た

大
学
は
ま
ず
、
京
都
先
端
科
学
大
学
。

専
門
教
育
を
英
語
で
行
う
と
同
時
に
、

英
語
が
苦
手
な
学
生
を
手
厚
く
支
援
し

て
い
ま
す
。
龍
谷
大
学
や
京
都
橘
大
学

は
、
学
生
の
教
育
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
て

学
部
の
改
組
や
拡
張
を
行
っ
て
い
る
印

象
で
す
。
ま
た
大
阪
工
業
大
学
は
、
理

系
の
総
合
大
学
と
し
て
存
在
感
が
あ
り

ま
す
。

　
生
徒
に
も
こ
う
し
た
大
学
の
特
色
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

中
止
さ
れ
、
大
学
研
究
が
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
大

学
案
内
な
ど
で
大
学
を
調
べ
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
用
意
し
て
、
生
徒
の
視
野
を

広
げ
る
指
導
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
常
日
頃
か
ら
生
徒
に
対
し
て
、

学
会
な
ど
で
学
生
が
発
表
し
た
り
、
主

体
的
に
学
生
が
活
動
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実

施
し
た
り
す
る
な
ど
、
学
生
に
活
躍
の

場
を
提
供
し
て
い
る
「
学
生
を
輝
か
せ

て
く
れ
る
大
学
」
を
選
ぶ
よ
う
に
と
話

し
て
い
ま
す
。
以
前
、
関
西
大
学
の
職

員
と
縁
が
あ
り
、
同
大
学
で
学
生
が
活

躍
す
る
様
子
を
講
演
し
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
同
大
学
へ
の
出
願
が
増
え
ま
し

た
。
自
分
が
大
学
で
ど
う
活
躍
で
き
る

か
は
、
生
徒
の
志
望
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
情
報
で
す
。

　
２
０
２
１
年
度
入
試
の
結
果
を
受
け

て
、
高
校
が
求
め
る
大
学
の
情
報
が
変

化
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
入
試
ま
で
は
、
入
学

定
員
管
理
厳
格
化
等
の
影
響
を
受
け
た

厳
し
い
入
試
が
続
き
、
生
徒
も
教
員
も

「
合
格
」
以
外
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
２
０
２
１
年
度
入
試
で
は
、
関
関
同

立
の
現
役
合
格
者
数
が
前
年
度
の
１
・

７
倍
の
１
９
７
人
に
な
る
な
ど
、
一
般

選
抜
で
が
ん
ば
れ
ば
志
望
大
学
に
合
格

で
き
る
状
況
に
な
っ
た
と
い
う
感
触
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
生
徒

に
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
先
の
こ
と
を

も
っ
と
考
え
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
３
年
生
以
降
は
入
学
時
か

ら
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
学
年

で
す
。
探
究
学
習
で
は
大
学
卒
業
後
の

自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
考
え
る
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
は

社
会
で
実
現
し
た
い
こ
と
を
基
に
大
学

を
選
ぶ
傾
向
が
強
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
生
徒
の
進
路
意
識
の
変
化
を
ふ
ま
え

て
大
学
に
期
待
し
た
い
こ
と
の
一
つ

は
、
学
生
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
の
情
報
提

供
で
す
。
学
生
が
何
を
め
ざ
し
、
ど
ん

な
経
験
を
し
て
、
い
か
な
る
力
を
得
た

か
と
い
う
、
生
徒
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

な
る
情
報
で
す
。
毎
年
、
大
学
訪
問
な

ど
で
お
世
話
に
な
る
同
志
社
大
学
や
関

西
大
学
に
は
、
本
校
の
卒
業
生
の
成
長

プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

　
も
う
一
つ
は
、双
方
向
の
連
携
強
化
。

高
校
生
と
大
学
生
が
互
い
の
学
校
を
行

き
来
す
る
交
流
は
、
生
徒
に
大
学
で
の

学
び
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
外
国
人
留
学
生

を
本
校
に
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
た
関

西
外
国
語
大
学
に
生
徒
を
派
遣
す
る
計

画
を
コ
ロ
ナ
禍
で
前
年
度
は
断
念
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
双
方
向
の
交
流
の
実

現
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

進
路
指
導
主
事 

有
本
淳
一
先
生

京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校

校
長 

日
笠 

賢
先
生

大
阪
府
立
牧
野
高
校

進
路
指
導
主
事 

森
山
幹
俊
先
生

熊
本
県
立
熊
本
西
高
校

人
間
性
を
育
む

丁
寧
な
教
育
に
注
目

進
路
指
導
課
長 

横
山
生
久
子
先
生

岡
山
県
立
岡
山
城
東
高
校

卒
業
生
の
成
長
か
ら

教
育
力
が
推
し
量
れ
る

工
業
高
校
の
視
点
で

注
目
し
た
私
立
４
大
学

入
試
・
教
育
の
変
化
に
よ
り

大
学
へ
の
期
待
も
変
わ
る

学
生
に
活
躍
の
場
を

提
供
す
る
大
学
に
注
目

も
っ
と
知
り
た
い

学
生
の
成
長
プ
ロ
セ
ス

高
校
で
培
う
べ
き
力
を

共
に
考
え
連
携
し
た
い

教
育
に
真
摯
な
大
学
は

高
大
連
携
に
も
積
極
的

生
徒
数
：
１
学
年
約
2
4
0
人

合
格
者
数
：
国
公
立
大
学
20
人
、

              

私
立
大
学
2
1
8
人（
2
0
2
0
年
度
）

生
徒
数
：
１
学
年
約
２
８
0
人

合
格
者
数
：
国
公
立
大
学
25
人
、

              

私
立
大
学
9
9
3
人（
2
0
1
9
年
度
）

生
徒
数
：
１
学
年
約
3
２
0
人

合
格
者
数
：
国
公
立
大
学
2
4
8
人
、

              

私
立
大
学
6
7
5
人（
2
0
2
0
年
度
）

生
徒
数
：
１
学
年
約
3
６
0
人

合
格
者
数
：
国
公
立
大
学
28
人
、

              

私
立
大
学
1
９
８
人（
2
0
2
0
年
度
）
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メインターゲットは
高校教員

相手の関心に沿った
教育の取り組み

特色を絞って
一貫して発信

うえのかずゆき●広告制作会社にて、多様
な業界・企業の広告制作を経験。進研アド入
社後はプランナーとして、大学やブランドの課
題に対し、「コミュニケーションデザイン」の観
点から整理、再構築を行い、ステークホルダー
に大学の魅力を届けている。

（株）進研アド エリアプランニング部
チーフプランナー

上野和幸

【図表2】大学のブランディングとは？

大学の「あるべき姿」とステークホルダーが抱く「イメージ」の
ギャップを埋める

【図表4】高校教員に対するブランド構築の好循環

【図表3】教育力広報の３つのポイント

誰に 何を どのように
オールターゲットを

対象にするにはパワーが必要
受験生は毎年入れ替わる

SDGｓをはじめとした
社会課題に対する意識の向上

安心・安全の確保

デジタルによる接点の増加で

砂一（情報爆発）の時代へ

「●●●」と
思う、感じる

「●●●」と
思われたい

【図表１】大学ブランディングのよくある誤解

うちはブランディングをしていないから、
ブランドがないんですよ。

　
少
子
化
や
受
験
生
の
安
全
志
向
が
続

く
中
、志
願
者
数
の
増
加
を
期
し
て「
教

育
力
で
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
た
い
」
と

い
う
大
学
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
成

功
例
は
多
く
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　
背
景
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
誤

解
が
あ
り
ま
す
【
図
表
１
】。
こ
こ
で

は
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る
、
代
表

的
な
３
つ
の
誤
解
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

１
つ
目
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
か
？
」

に
つ
い
て
の
誤
解
。
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、

高
校
生
や
高
校
教
員
、
保
護
者
ら
の
頭

の
中
に
あ
る
そ
の
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
つ
ま
り
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
取

り
組
み
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
頭
の
中
で
勝
手
に

大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
＝
理
想
の
姿
と
ユ
ー
ザ
ー

イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と

形
成
さ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
例
え
ば

「
何
を
や
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
大

学
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
、
不
本
意
で

し
ょ
う
が
、
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
。
小
さ

な
大
学
に
も
、
知
名
度
が
な
い
大
学
に

も
、
深
く
か
か
わ
る
話
で
す
。

　
２
つ
目
の
誤
解
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
「
広
報
部
門
の
仕
事
」
と
い
う
認

識
で
す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
大

学
側
が
描
く
「
あ
る
べ
き
姿
」
と
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
抱
く「
イ
メ
ー
ジ
」

＝
ブ
ラ
ン
ド
を
一
致
さ
せ
る
取
り
組
み

で
す
【
図
表
２
】。
い
く
ら
イ
メ
ー
ジ

調
査
を
行
っ
て
も
、
め
ざ
す
姿
が
な
け

れ
ば
こ
と
は
進
み
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
ま
ず
必
要
な
の

は
、
自
学
の
理
想
像
を
具
体
化
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
執
行
部
が
中
期
計
画

等
を
通
じ
て
示
し
、
全
学
で
推
進
す
べ

き
レ
ベ
ル
の
話
で
あ
り
、
広
報
部
門
で

完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
３
つ
目
は
、
ロ
ゴ
を
変
え
た
り
、
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
統
一
し
た
り
と
い
っ

た
、見
た
目
を
変
え
る
「
着
飾
る
こ
と
」

が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と
い
う
誤

解
で
す
。
い
く
ら
ロ
ゴ
の
デ
ザ
イ
ン
が

優
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
で
そ
の
大
学
に

行
こ
う
と
思
う
人
は
い
ま
せ
ん
。
大
切

な
の
は
、
教
育
の
中
身
。
そ
し
て
真
に

狙
う
べ
き
は
見
た
目
の
変
化
で
は
な

く
、「
意
欲
的
な
入
学
者
が
増
え
る
」「
地

域
や
企
業
か
ら
信
頼
さ
れ
る
」
と
い
っ

た
成
果
で
す
。

　
受
験
生
獲
得
競
争
の
激
し
さ
が
増
す

中
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
成
果
に
つ
な

げ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
誰
に
」「
何
を
」「
ど

の
よ
う
に
」伝
え
る
か
で
す【
図
表
３
】。

　
伝
え
る
相
手
と
し
て
優
先
し
た
い
の

が
、
高
校
教
員
で
す
。
も
ち
ろ
ん
受
験

生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
加
え
て
も
よ
い
の

で
す
が
、
毎
年
の
入
れ
替
わ
り
と
と
も

に
広
報
効
果
も
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま

う
た
め
効
率
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
点
、
高
校
教
員
は
数
年
は
入
れ
替
わ

ら
ず
、
ま
た
近
年
は
受
験
生
の
進
路
決

定
へ
の
影
響
力
が
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、高
い〝
投
資
効
果
〞が
見
込
め
ま
す
。

　
次
に
伝
え
る
内
容
。
こ
れ
は
、
教
育

以
外
に
あ
り
得
ま
せ
ん
。
た
だ
し
一
方

的
に
教
育
の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の

で
は
な
く
、
高
校
側
の
関
心
に
沿
う
内

容
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
相
手
に

よ
っ
て
ニ
ー
ズ
は
異
な
り
ま
す
が
、
例

え
ば
、
昨
今
の
高
校
生
が
強
い
関
心
を

持
つ
「
社
会
課
題
の
解
決
」
に
ど
う
貢

献
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
内
容
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
い
か

に
し
て
安
全
性
を
確
保
し
て
い
る
の
か

の
説
明
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、伝
え
方
。
大
切
な
の
は「
特

色
」
と
「
一
貫
性
」
で
す
。
情
報
の
量

と
接
点
が
爆
発
的
に
増
え
た
昨
今
は
、

発
信
し
た
情
報
が
瞬
時
に
世
界
中
の
砂

の
う
ち
の
一
粒
に
な
る
〝
砂
一
〞
の
時

代
。
何
も
か
も
伝
え
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
自
学
に
し
か
な
い
特
色
を
絞

り
込
む
。
場
所
や
時
期
に
よ
ら
ず
、
一

貫
し
て
そ
の
特
色
を
伝
え
る
。
そ
ん
な

努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
狙
う
べ
き
理
想
は
、「
生
徒
か
ら
志

望
大
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
と
き
、

高
校
教
員
が
貴
学
の
教
育
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
情
報
を
提
供
す
る
」
状
況
で

す
。
あ
ら
か
じ
め
教
育
の
特
色
が
高
校

教
員
に
理
解
さ
れ
て
い
れ
ば
、
教
員
が

貴
学
を
勧
め
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
特

色
を
理
解
し
た
意
欲
の
高
い
生
徒
が
入

学
す
る
、
と
い
う
好
循
環
が
見
込
め
ま

す
【
図
表
４
】。
逆
に
提
供
す
る
に
足

る
情
報
が
な
け
れ
ば
、
偏
差
値
や
知
名

度
位
し
か
、判
断
材
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。

取材・文／児山雄介
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〜
成
果
を
出
す
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

OPINION

ブランドは相手（ステークホルダー）の中で形成されるもの。
自分たちの中にあるものではない。

「着飾る」ブランディングではなく、
「成果につながる」ブランディングが重要。

めざす姿がなければブランディングはできない。
執行部を含めた、大学全体の戦略が必要。

通常、数年は継続しなければ効果は出ない。
また効果は必ずしも志願者数だけではないのでは。

名称を知られるだけでは高校教員は生徒に推奨しない。
教育の特色を理解してもらうことが大切。

何より大事なのは、大学名・学部名を
知ってもらうことでしょ。

前に一度やったけど、次の年の志願者数は
全然増えなかったからなあ。

ブランディングは広報の仕事だから、
彼らに任せている。

ブランディングって、
ロゴマークやビジュアルを変えることですよね。

一致
する

特色ある教育に対する
理解と信頼を得る活動

生徒からの問いかけに、
理由を持って説明される

意欲ある生徒の入学により
教育が活性化

併願ラスト1校など
出願の可能性が高まる

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の

教
育
力
広
報

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
内
容
を
絞
り

一
貫
性
の
あ
る
発
信
を

特集  教育力×広報力＝募集力へ！



理 解 度

高校生から人気の大学

イメージがない

継続的に勧められる
数は集まっているが、高校教員からの理解度は高くない
ため、高校教員から勧められにくい。

高校教員評判調査において、
高い数字は見込めていない。状態3に上げていくには、
まず、高校教員の認知度を上げることから。

この生徒に勧めたいと顔が浮かぶ、継続的に生徒を
送りだすなど、安定的に志願者が集まっている。

特色が伝わっている
高校教員の理解度は高くなり、この大学なら生徒に
勧めたいと思われはじめている。しかし、生徒への浸透・
理解が十分ではない可能性あり。

デジタルへの重心移動、大学案内の再定義
イベント

大学
HP

膨大な情報を網羅的に整理する企画費

時期を限定した取材撮影＆制作費

変動要素の大きい印刷コスト＆発送コスト

拡散性や話題性を担保する企画費

継続的にコンテンツを出し続ける体制費と運用費

KPI（量）を達成するための情報設計・分析費

高校生高校教員

生徒の成長がイメージ
できる伝え方をする

大学は何をめざして

そのために何に
取り組んでどういう状態か

だからどういう生徒に
勧めてほしいか

大学案内
▶目的別「紙のオウンドメディア」

①データブック ②ダイジェストブック ③メディアガイドブック
④教材型パンフレット ⑤学部パンフレット ⑥ブランドブック

SNS

大学
案内

マス
メディア

ネット
広告

特色ある教育に
Focusする

名前を付ける
などプロダクト
ブランド化

募
集
力

高

高低

低

状態3

状態2状態1

【図表5】高校教員の推奨度を高めるのは、「学生の成長」に関する情報
～高校教員が大学を「生徒に勧めたい」と思った理由

【図表7】高校生を対象とした学生募集ブランディングの基本の考え方

【図表8】これからの広報予算の使い方～大学案内を例として

【図表6】高校教員との
コミュニケーションに
おける２つの壁 

生徒の力を伸ばしている
学生が大学生活を生き生きと送っている

「この学問ならこの大学」と言えるような学びがある
きめ細かい教育指導で学生の長所を伸ばしている

施設・設備が充実している
学部・学科の内容が明確で、何を学べるのかわかりやすい

グローバル人材育成に力を入れている
高校の指導が生きる入試をしている

就職・キャリア支援の指導が充実している
産学連携など、実践的な取り組みに力を入れている

先進的・レベルの高い研究がなされている
就職実績について信頼できるデータを公表している

３つのポリシーが適切に設定されていると思える
教育改革に前向きに取り組んでいる

英語力が入学時に不足していても、卒業までにしっかり身に付く
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　【
図
表
５
】
の
調
査
で
は
、
高
校
教

員
の
65
・
６
％
が
、「
生
徒
の
力
を
伸

ば
し
て
い
る
」
大
学
を
勧
め
た
い
と
答

え
て
い
ま
す
。
教
育
の
特
徴
だ
け
で
は

な
く
、
学
生
を
成
長
さ
せ
て
い
る
こ
と

が
実
感
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
で

は
大
学
か
ら
高
校
に
対
し
て
、
入
学
後

の
成
長
に
関
す
る
情
報
は
十
分
に
提
供

さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
よ
う
で
す

（
P.
18
〜
参
照
）。
教
育
力
を
示
す
た

め
に
日
本
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
結
果
を

使
う
大
学
は
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
順

位
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
も
示
す

こ
と
で
、
高
校
教
員
の
理
解
度
は
高
ま

り
ま
す
。
学
生
や
高
校
教
員
の
声
が
反

映
さ
れ
た
「
教
育
充
実
度
」
の
ス
コ
ア

推
移
を
教
育
改
革
の
進
展
の
エ
ビ
デ
ン

ス
と
し
て
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

　
高
校
訪
問
を
し
た
際
に
、
門
前
払
い

「
学
生
を
伸
ば
す
力
」は

高
校
生
に
伝
わ
っ
て
い
る
か

高
校
教
員
の
推
奨
を
得
る

〜
高
校
教
員
に
教
育
力
を
伝
え
る
方
法

相
手
の
懐
に
飛
び
込
む
つ
も
り
で
発
信
を

〜
高
校
生
に
教
育
力
を
伝
え
る
方
法

を
受
け
た
り
、
話
を
し
て
も
関
心
が
薄

そ
う
だ
っ
た
り
…
。
高
校
教
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な

い
と
き
は
、【
図
表
６
】
の
２
つ
の
壁

に
着
目
し
て
く
だ
さ
い
。「
壁
１
」
は
、

特
色
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
〝
理
解

の
壁
〞。
こ
れ
を
越
え
る
た
め
に
必
要

な
の
は
、「
相
手
の
関
心
に
応
え
る
情

報
を
伝
え
る
」
こ
と
で
す
。「
こ
ん
な

こ
と
に
お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
」
と

い
う
姿
勢
で
、
高
校
教
育
に
役
立
つ
情

報
の
提
供
を
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
今
な
ら
探
究
学
習
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
や
り
に
く
く
な
っ
た
進
路

研
究
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
は
ず
で
す
。

　「
壁
２
」
は
、
志
望
校
候
補
と
し
て

勧
め
ら
れ
な
い
〝
推
奨
の
壁
〞
で
す
。

こ
の
壁
に
対
し
て
講
じ
た
い
の
は
、「
信

頼
さ
れ
る
伝
え
方
」。
デ
ー
タ
な
ど
数

値
的
な
根
拠
を
挙
げ
る
、
課
題
も
開
示

す
る
、
課
題
解
決
の
過
程
や
将
来
像
を

示
す
、
と
い
っ
た
具
体
的
、
か
つ
真
摯

な
姿
勢
が
、高
校
教
員
の
共
感
を
呼
び
、

生
徒
へ
の
推
奨
に
つ
な
が
る
は
ず
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
高
校
訪
問
が
増
え
た

現
在
は
、
貴
学
に
入
学
し
た
そ
の
高
校

の
卒
業
生
を
同
席
さ
せ
る
の
も
一
つ
の

方
法
で
す
。

　
高
校
生
は
情
報
の
大
半
を
ス
マ
ホ
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
か
ら
得
て
お

り
、
中
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
多
く
の
比
重
を

占
め
て
い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
従
来
の
大
学
案
内
と
同
様
の
情
報

を
発
信
し
て
も
、
高
校
生
に
は
恐
ら
く

到
達
し
ま
せ
ん
。
高
校
生
の
閲
覧
習
慣

に
〝
お
邪
魔
〞
す
る
気
持
ち
で
、
彼
ら

に
役
立
つ
情
報
を
継
続
的
に
送
り
、
少

し
ず
つ
フ
ァ
ン
を
増
や
す
地
道
な
努
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
紙
の
大
学
案
内
も
、
今
や
高
校
生
の

情
報
環
境
の
中
で
は
異
質
で
す
。
そ
こ

に
か
か
る
予
算
、
時
間
を
再
配
分
し
て

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
軸
を
移
す
と
と

も
に
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
何
を
達
成
す
る

た
め
に
ど
ん
な
情
報
を
発
信
す
る
の

か
、
広
報
の
全
体
設
計
に
基
づ
い
て
各

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
再
定
義
し
直
す
べ

き
時
が
来
て
い
ま
す
【
図
表
７
、
８
】。

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
も
然
り
、
で

す
。「
特
設
サ
イ
ト
」
が
乱
立
気
味
の

昨
今
、併
せ
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
う
し
た
全
体
の
情
報
戦
略
の
中
に

大
学
案
内
を
位
置
付
け
る
な
ら
、
徹
底

デ
ジ
タ
ル
世
代
に
向
け
て

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
見
直
す

的
な
情
報
開
示
を
行
う
「
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
」、
各
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
の
道
案
内

を
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

な
ど
に
変
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
ほ
う
が
読
ま
れ
る
期
待
が
高

く
、低
コ
ス
ト
で
の
制
作
も
可
能
で
す
。

　
別
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
は
、
学
生
や
高
校
生
に

と
っ
て
い
い
話
題
を
つ
く
る
こ
と
、
彼

ら
に
い
い
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
だ
と
言

え
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
実
態
と
し
て
、

そ
う
し
た
教
育
が
学
生
や
高
校
生
に
提

供
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

近
年
、
魅
力
的
な
ブ
ラ
ン
ド
を
築
き
募

集
力
の
あ
る
大
学
は
も
れ
な
く
、
こ
の

「
教
育
と
広
報
の
一
致
」
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
執
行
部
に
よ
り
全
学
の
意
思

統
一
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ

れ
が
実
現
で
き
る
の
で
す
。

　
貴
学
の
評
価
を
高
め
、
質
を
伴
う
学

生
募
集
を
実
現
す
る
の
は
、
着
飾
る
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、
目
標
と
戦

略
を
持
ち
、
教
育
と
連
動
し
た
、
継
続

的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。

壁2

壁1

（％）

65.6

51.8

45.6

44.7

42.9

42.2

41.2

41.5

40.5

39.3
36.1

33.7

35.9

31.8

20.3
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＊「THE世界大学ランキング日本版」に伴う高校教員の評判調査としてベネッセコーポレーションが実施（2020年）

DM

「
理
解
」と「
推
奨
」の
壁
を

打
ち
破
る
た
め
の
工
夫

教
育
と
広
報
の
一
致
を

図
る
の
は
執
行
部
の
役
割 し

ん 

し

特集  教育力×広報力＝募集力へ！
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開
学
２
年
目
に
し
て
定
員
を
割
り
、

学
生
満
足
度
は
た
っ
た
３
割
。
こ
の
事

実
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
以
降
、
本
学
は

一
貫
し
て「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
」

を
胸
に
教
育
改
革
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
20
年
超
の
継
続
の
結
果
、
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
学
内
外
に
広
く
浸
透
し
て
い

ま
す
。
入
試
の
面
接
で
「
渋
川
市
の
職

員
に
な
っ
て
地
域
の
課
題
を
解
決
し
た

い
」
と
明
確
な
目
標
を
口
に
す
る
受
験

生
然
り
、
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を

問
う
調
査
に
「
う
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で

は
な
く
グ
ロ
ー
カ
ル
だ
か
ら
答
え
づ
ら

い
」
と
も
ら
す
学
生
然
り
。
イ
タ
リ
ア

社
会
論
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
学
と
い
っ
た

一
見
、
群
馬
と
縁
遠
い
専
門
分
野
の
教

員
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
の
っ
と
っ
て
地
元

の
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
た
実
習
を

ゼ
ミ
で
行
い
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
地
域

メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁
に
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
内
の
方
々
に
「
地
域
の
課
題
解

決
は
前
橋
国
際
に
」
と
想
起
し
て
も
ら

え
る
機
会
は
、
確
実
に
増
え
ま
し
た
。

　
学
生
が
企
画
し
た
地
域
活
動
を
支
援

す
る
「
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
学
生

が
自
身
の
力
を
社
会
に
発
信
す
る
ｅ

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の

開
発
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
改
革
の

主
軸
は
学
生
で
す
。
学
生
の
幸
せ
な
生

涯
を
担
保
す
る
教
育
を
追
求
し
た
結

果
、
出
願
者
数
、
入
試
難
度
は
上
昇
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度

は
入
学
定
員
を
増
や
し
、
過
去
最
多
の

入
学
者
を
迎
え
ま
し
た
。
学
生
の
た
め

に
行
う
教
育
改
革
は
、
結
果
と
し
て
経

営
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
こ

と
を
証
明
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
教
育
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
は
、「
そ
の
大
学
は
な
ぜ
そ

の
土
地
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
を

全
大
学
に
突
き
つ
け
ま
し
た
。今
後
も
、

本
学
で
し
か
で
き
な
い
学
び
、
言
い
換

え
れ
ば
「
こ
の
大
学
に
入
る
理
由
」
を

高
校
生
に
提
供
し
続
け
る
必
要
が
あ

る
、
と
心
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
正
直
、
特
別
な
広
報
活
動
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版

の
高
校
教
員
調
査
で
学
生
を
伸
ば
す
大

学
と
し
て
多
く
名
前
を
挙
げ
て
も
ら
え

た
の
は
、
積
極
的
な
高
大
連
携
の
結
果

か
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
高
校
の

半
歩
先
を
進
む
大
学
の
教
育
改
革
は
、

高
校
の
教
育
改
革
に
も
役
立
つ
か
ら
で

す
。
こ
こ
で
も
、
中
心
は
学
生
。
本
学

の
学
修
成
果
そ
の
も
の
で
あ
る
学
生
が

高
校
の
探
究
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
結
果
的
に
本
学
の
教
育
が
高
校

に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
学
生
募
集
が
目
的
の
活
動

で
は
な
い
の
で
、
志
願
者
が
い
な
い
高

校
で
も
行
い
ま
す
。
群
馬
県
の
教
育
界

全
体
か
ら
信
頼
を
得
れ
ば
、
い
ず
れ
し

か
る
べ
き
生
徒
と
出
会
っ
た
と
き
に
本

学
を
勧
め
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

募
集
の
好
調
は
そ
う
し
た
活
動
を
積
み

重
ね
た
成
果
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
に
集
中
し
た
現
在
の
募
集
活

動
に
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。
県
内
の
18

歳
人
口
が
減
る
中
で
地
元
志
向
が
高
ま

れ
ば
他
県
か
ら
の
国
公
立
志
願
者
が
減

少
し
、
県
内
受
験
生
が
国
公
立
に
流
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。「
地
域
」
が
指
す

エ
リ
ア
を
北
関
東
、
信
越
ま
で
広
げ
る

べ
き
か
、議
論
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
地
域
課
題
は
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。募
集
エ
リ
ア
を
広
げ
る
な
ら
ば
、

各
地
域
の
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
、

エ
リ
ア
に
応
じ
た
授
業
や
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
を
用
意
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

広
報
活
動
の
前
提
に
教
育
が
あ
る
と
い

う
姿
勢
に
は
こ
だ
わ
り
続
け
ま
す
。

地域の未来に貢献する人材の育成を実直に継続し、地元の信頼を得てきた同大学。
その姿勢・教育内容が県内に浸透した今、次の一手は。

「
こ
こ
に
入
る
理
由
」を

提
供
し
続
け
る
教
育
改
革

おおもりあきお●東北学院大学大学院文学研究科
博 士 前 期 課 程 修了。1 9 9 6 年 共 愛 学 園に着 任 。
2007年から教授。2016年に現職。中央教育審議会
大学分科会臨時委員、県青少年健全育成審議会会
長、県都まえばし創生本部有識者会議座長ほか、国、
県、市の公的委員を多数務める。

大森昭生学長

共愛学園前橋国際大学

学生中心の教育と連携で信頼獲得

2021 5-629 2021 5-6 28

AIと外部コンテンツを活用し、
地方小規模大学DXモデルの構築へ

教育充実度の推移

　文部科学省が公募した「Plus-DX」＊に選定された「KYOAI Career Gate 
× AIによる個別最適学修の実現」計画。同大学では2010年より教育のデジ
タル化を進めユビキタスキャンパスの構築、ＬＭＳやｅポートフォリオを活用した
学びを実践してきた。本計画では、個々の学生の蓄積データを分析したＡＩによ
るリコメンドを基に、学生自身がアドバイザーと相談しながら、個別最適な学修
をデザインするしくみの構築に取り組む。この実現に向けては、個々の学生に
合った学修補完プログラムの用意も課題だが、学内リソースがない新しい分
野については、外部のeラーニング講座を利用する。「地方小規模大が、アッ
プデートが激しい領域の学びを自前で用意するのは困難だ。外部コンテンツ
の活用を通じて地方小規模大のＤＸ化モデルとしたい」（大森学長）。

個別最適学修を提供するDXモデル注目！

CASE 
STUDY

教育力とその広報

▶国際感覚を持ち、グローバル化する群馬をけん引するグローカル人材を育成
▶ｅポートフォリオ「KYOAI Career Gate」による学修成果の可視化
▶地元企業、自治体、学校等との課題解決型学習を中心とする地学一体の学び

教育の特色

成果

広報

▶独自指標「共愛12の力」の学年別平均スコアが１年次→４年次で大きく伸長
▶汎用的能力を測定する各種外部アセスメントで、上位学年ほど高スコアの傾向
▶１科目あたりの授業外学修時間が0.88（2014年度前期）→1.51（2019年度後期）時間に

教育リソース

教育充実度

教育成果

国際性

分 野 スコア 順 位 参考データ

ー

66.2

ー

76.6

ー

=76位

ー

31位

外国人学生比率／5.4%

日本人学生の留学比率／11.5%

外国語で行われている講座の比率／5.3%

学生の女男比／64：36

総合

THE世界大学ランキング日本版2021の結果 
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【学修成果指標】共愛12の力

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

担
当
教
員

外部
コンテンツ・
オンライン
学修

課外活動 正課
カリキュラム

学生
Ａ

学生
Ｂ

学生
Ｃ

ＬＭＳ、ＫＣＧ

カリキュラムデザイン

外部デジタルコン
テンツ・オンライン
協働学修による
個別最適な学修
補完プログラム

ヒト中心のＡＩ活
用による共愛12
の力の達成に向
けた個別最適学
修デザイン支援

ＬＭＳ100％活用による個別双方向教育の高度化

ＡＩ

以下の活動は広報が目的ではないが、結果として教育内容の周知につながっている
▶県内高校の探究学習等のサポート。学生が教えることにより、生徒にとってのロー

ルモデルになる。プログラムの内容は、大学と高校が協働で作成
▶高校の求めに応じて、アクティブ・ラーニング、カリキュラム・マネジメントなど教育改

革のノウハウを共有する研修を開催
▶地域と連携した教育活動が、地元メディアを通じて日々ニュースとして扱われる

マ
ー
ケ
ッ
ト
縮
小
へ
の
対
応
と

地
域
へ
の
こ
だ
わ
り

＊デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン

リコメンド

特集  教育力×広報力＝募集力へ！



学生数／約9000人   
学部／工、システム理工、デザイン工、建築   
大学院／理工学   
●THE世界大学ランキング2021／1001＋位、同アジア版2020／401＋位、同日本版2021／＝30位、
　同インパクトランキング2021／801-1000位   

取材・文／本間学　撮影／荒川潤

　
理
工
系
で
あ
り
な
が
ら
S
G
U
事
業

に
挑
戦
し
、
英
語
教
育
の
拡
充
と
、
海

外
の
学
生
と
共
に
取
り
組
む
1
0
0
の

グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
を
提
供
。
A
P
事

業
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

推
進
し
、
今
で
は
8
割
の
授
業
で
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
の
D
X
化
に
つ

い
て
も
、本
事
業
で
L
M
S
を
整
備
し
、

2
0
1
9
年
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
遠
隔
授
業
へ
の
移
行
は
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
た
、「〝
学
生
の

学
び
の
心
に
火
を
と
も
す
〞
ラ
ー
ニ
ン

グ
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
教
育
改

革
」
計
画
が
、
文
科
省
のPlus-D

X

事
業
に
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

学
生
の
や
る
気
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
が
目
的
で
す
。
大
学
で
ど
ん
な
学

修
経
験
が
あ
れ
ば
意
欲
的
に
学
ぶ
よ
う

に
な
る
の
か
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
教

育
改
善
に
結
び
つ
け
ま
す
。
卒
業
生
の

デ
ー
タ
も
加
わ
れ
ば
、
め
ざ
す
キ
ャ
リ

ア
の
た
め
に
在
学
中
何
を
す
べ
き
か
と

い
う
指
針
に
な
り
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
づ

く
り
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

　
数
々
の
改
革
の
背
景
に
は
、「
実
践

力
の
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
し
、
ア

ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
を
め
ざ

す
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

本
学
で
は
歴
代
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
文
部
科
学
省
の
施
策
に
つ

い
て
積
極
的
に
情
報
収
集
・
分
析
し
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
対
応

方
針
を
決
め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
教
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
補

助
金
事
業
も
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
教

育
改
革
に
取
り
組
む
、
と
い
う
サ
イ
ク

ル
が
で
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
教
職
協
働
で
進
め
る
改
革
に
学
生
が

加
わ
る
点
も
特
徴
で
す
。
訓
練
を
受
け

た
学
生
が
学
生
の
視
点
で
教
員
や
授
業

を
観
察
し
改
善
を
促
す
S
C
O
T
活

動
に
加
え
、
学
生
自
治
会
が
行
う
学
生

調
査
の
結
果
を
教
育
改
善
に
生
か
し
て

い
ま
す
。
2
0
1
9
年
か
ら
は
、
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
を
「
学
生
が
ど
れ
だ
け
学

び
、
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
」

と
い
う
内
容
に
改
め
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
本
学
で
は
教
職
員
に
学
生
を
加
え

た
〝
教
職
学
協
働
〞
の
体
制
で
、「
学

修
者
本
位
の
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
す
。

理工系私立大学の中で、突出して教育改革に積極的に取り組む芝浦工業大学。
本年４月に就任した新学長に、その成果と今後の施策について聞く。

学
生
と
共
に
実
現
さ
せ
る

学
修
者
本
位
の
教
育

募
集
力
強
化
の
ポ
イ
ン
ト
は

高
校
教
員
訴
求
と
学
生
の
協
力

やまだじゅん●東京工業大学大学院理工学研究科博
士課程中退。1988年東京工業大学工学部生産機械
工学科助手、1995年山梨大学工学部機械工学科助
教授。2001年ケンタッキー大学客員准教授。2005年
4月芝浦工業大学工学部機械工学科教授。学長補佐、
工学部長を歴任し、2021年４月より現職。博士（工学）。

山田 純学長

芝浦工業大学

教職学協働で進める教育と広報

2021 5-631 2021 5-6 30

学修環境や授業の改善、広報活動に
学生の力を積極活用

総合ランキングの推移

　芝浦工業大学では、学生調査が注目される10年以上前から、学生自治会が
自主的にアンケートを実施して、大学に対して授業や環境の改善を提言する活
動が続けられている。大学側も、学長・学部長以下の教職員が直接学生から話
を聞く機会を設けて、学生からの意見を吸い上げ、改善に努めているという。ま
た、授業改善のために「SCOT」を実施しているのも特徴だ。これは、一定のト
レーニングを受けた学生が、教員の希望に応じて授業を観察、学生の視点で改
善点をレポートするもの。教員自身では気づかない改善点を知ることができる。
　学生は広報活動にも参画する。「芝浦ウラちゃんねる」は、在学生による大
学PR動画プロジェクト。企画・撮影・編集を学生が手掛け、リアルな大学生活
を発信しているため、SNS世代の高校生に好評だという。

注目！

CASE 
STUDY

教育力とその広報

▶「世界に学び、世界に貢献するグローバル理工学人材の育成」が教育目標
▶海外学生と協働する「グローバルPBL」等を通じて、学生の“実践力”の向上、
　グローバル教育の推進を図る

教育の特色

成果

広報

▶「THE世界大学ランキング日本版2021」では、「国際性」と「教育充実度」の
　スコアを前年から伸ばし、総合で私立大学６位タイにランクイン
▶「有名企業400社」への就職率が向上など、産業界の評価を確立

▶高校生が日常的に使用しているメディア
　（SNS、YouTubeなど）での広報を戦略的に
　強化。特に動画での情報発信に力を入れ、
　ライブなども取り入れながら大学への興味と
　理解を深めてもらう広報を展開

▶高校教員向けの入試サイトで、
　その高校の出身者の大学入学後の
　成績や活動記録を開示。
　高校の卒業生も高校訪問に同行する
　など、大学での成長を見てもらう

高校生 高校教員

教育リソース

教育充実度

教育成果

国際性

分 野 スコア 順 位 参考データ

42.6

76.1

48.1

76.1

99位

34位

30位

35位

外国人学生比率／6.0%

日本人学生の留学比率／16.8%

外国語で行われている講座の比率／8.0%

学生の女男比／18：82

総合

THE世界大学ランキング日本版2021の結果 
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▲学生が主体で運営するYouTubeチャンネル「芝浦ウラちゃん
ねる」。再生回数が6000回を超える人気動画も。

＊１ スーパーグローバル大学創成支援事業　＊2 大学教育再生加速プログラム　＊3 デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン　＊4 Students Consulting on Teaching

　
改
革
の
成
果
と
し
て
日
本
ラ
ン
キ
ン

グ
の
総
合
順
位
が
年
々
上
が
り
、
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
偏
差

値
と
は
異
な
る
評
価
軸
で
大
学
を
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
本
学
の
ブ

ラ
ン
ド
も
向
上
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
学
生
募
集
に
つ
い
て
言
え
ば
、
2
つ

課
題
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
圧
倒
的

に
少
な
い
女
子
学
生
の
獲
得
で
す
。
企

業
で
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ニ
ー
ズ
が
拡

大
し
て
い
る
今
、
女
子
枠
の
入
試
を
設

け
た
り
、
私
自
ら
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
女
子
向
け
ブ
ー
ス
の
設
置
を
提

案
し
た
り
と
、
試
行
錯
誤
中
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
高
校
教
員
向
け
の
広

報
で
す
。
本
学
の
教
育
を
、
重
要
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
高
校
教
員
の

心
に
響
く
形
で
伝
え
た
い
。
高
校
訪
問

や
、
専
用
サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
の
取
り

組
み
の
結
果
、
評
判
調
査
も
向
上
し
始

め
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
募
集
広
報
も
、
学
生
の

力
が
頼
り
で
す
。
S
N
S
や
動
画
と

い
っ
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
は
、
学
生
の

ほ
う
が
上
手
で
す
。
彼
ら
の
つ
く
っ
た

動
画
は
１
か
月
で
１
千
回
以
上
再
生
さ

れ
る
も
の
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
教
育

か
ら
広
報
ま
で
、
教
職
学
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
取
り
組
む
こ
の
環
境
こ
そ

が
、本
学
の
強
み
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

＊１

＊2

＊4

＊3

特集  教育力×広報力＝募集力へ！



学生数／約2600人  
学群／システム工、環境理工、情報、経済・マネジメント  
大学院／工学
●THE世界大学ランキング2021／1001＋位、同日本版2021／=91位、中国・四国エリア総合８位

取材・文／本間学

　
1
9
9
7
年
に
、「
大
学
の
あ
る
べ

き
姿
を
常
に
追
求
し
、
世
界
一
流
の
大

学
を
目
指
す
」
と
い
う
高
い
志
を
掲
げ

て
、
本
学
は
開
学
し
ま
し
た
。「
人
が

育
つ
大
学
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
先
進
的

な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
い
ち
早
く
取
り
入

れ
、
学
生
が
自
分
の
希
望
に
合
わ
せ
、

必
要
な
力
を
身
に
付
け
る
個
別
最
適
な

学
修
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
3
年
次
に
自
分
の
専
攻
を

決
め
る
、「
学
群
・
専
攻
制
」
を
と
っ

て
い
ま
す
。
理
学
や
工
学
、
経
済
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
本
学
の
研
究
領

域
は
、科
目
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

多
様
な
学
修
を
実
現
で
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
低
学
年
時
に
自
身
の
目
的
や
興
味

に
合
わ
せ
て
自
由
に
学
ん
で
か
ら
、
自

分
の
専
攻
を
決
め
る
制
度
に
し
て
い
る

の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
あ
え
て
必
修
科
目
は
設

け
て
い
ま
せ
ん
。
ク
ォ
ー
タ
制
を
日
本

で
最
初
に
導
入
し
た
の
も
、
学
期
ご
と

の
成
績
に
応
じ
て
履
修
登
録
を
変
更
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
て
の
こ
と
。

授
業
時
間
を
3
時
限
目
ま
で
に
集
中
さ

せ
て
、
そ
れ
以
降
は
学
生
が
予
習
や
復

習
、
課
外
活
動
な
ど
に
打
ち
込
め
る
よ

う
に
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
し
く
み
で
〝
人
が
育
つ
〞

に
は
、
学
修
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
学
で
は
研
究

室
を
講
義
室
の
対
面
に
配
置
し
、
か
つ

ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
い
る
た
め
、
学
生

は
1
、
2
年
次
か
ら
日
常
的
に
先
輩
た

ち
が
研
究
に
打
ち
込
む
姿
を
目
に
し
ま

す
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
先
輩
の
存

在
は
、
学
修
の
目
標
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
企
業
で
長
年
活
躍
し

た
人
が
、
専
門
の
教
員
と
は
違
っ
た
目

線
で
4
年
間
継
続
し
て
指
導
や
支
援
に

当
た
る
教
育
講
師
制
度
に
よ
り
、
目
標

の
実
現
に
つ
な
が
る
実
践
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
外
部
の
ラ

ン
キ
ン
グ
結
果
等
を
分
析
し
、
効
果
測

定
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
学

生
の
教
育
満
足
度
が
他
大
学
と
比
べ
て

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
広
報
に
関
し
て
は
、
こ
こ
数
年
、
高

校
訪
問
や
教
員
向
け
説
明
会
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
年
実
施
す

る
新
入
生
調
査
で
、
入
学
の
き
っ
か
け

は「
高
校
の
先
生
に
勧
め
ら
れ
た
た
め
」

と
い
う
回
答
が
多
く
見
ら
れ
た
か
ら
で

す
。
教
育
内
容
な
ど
に
つ
い
て
他
大
学

と
比
較
し
、
客
観
的
な
意
見
を
聞
け
る

こ
と
が
、
高
校
生
に
と
っ
て
説
得
力
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
前
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
高

校
教
員
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
広
報

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
S
N
S
が
中
心
に

な
り
ま
し
た
。対
面
広
報
と
は
異
な
り
、

相
手
の
反
応
が
直
接
つ
か
み
に
く
い
た

め
、
調
子
が
出
な
い
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
北
海
道
や
東
北
の
高
校
生
と
新
た

な
接
点
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
収
穫
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
年
度
も

W
e
b
な
ど
を
活
用
し
た
広
報
は
引
き

続
き
継
続
し
、
さ
ら
に
今
ま
で
情
報
を

届
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
に
も
発

信
し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
際
、
ラ

ン
キ
ン
グ
な
ど
の
第
三
者
に
よ
る
外
部

指
標
は
、
本
学
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人

に
と
っ
て
信
頼
性
が
高
く
、
効
果
的
な

広
報
材
料
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
は
四
国
の
中
で
も
、
18
歳
人

口
の
減
少
が
急
速
に
進
む
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
全
国
へ
の
広
報
の
重
要
性
が
今

後
は
増
す
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
多
く
の

人
に
本
学
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
広
報
の
工
夫
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

日本版ランキングの「教育充実度」分野で、前年に続き中国・四国地区３位にランクされる
など、教育力を高く評価されている。その背景にある教育システムについて聞いた。

学
生
が
自
ら
選
択
し
て

最
適
な
学
修
を
実
践

教
育
力
を
証
明
す
る

客
観
的
な
デ
ー
タ
の
活
用

はまだこうた●2013年に高知工科大学職員として
入職。就職支援部門、財務部門、広報部門を経て、
2021年より現職。広報業務全般を担当。

濱田 康太学生支援部
入試・広報課 主査

高知工科大学（KUT）

“人が育つ”教育を全国に発信

2021 5-633 2021 5-6 32

成績優秀者の能力をより大きく
開花させるオナーズプログラム

教育充実度の推移

　高知工科大学は、学修意欲の高い学生を総合的に支援するための制度
「KUTアドバンストプログラム」を実施している。これは、特待生と成績優秀者
を対象とした特別なプログラムで、「経済的支援(学費免除、奨学金給付)＊」、
「学士・修士課程一貫教育」「国際感覚醸成（海外留学、海外研修支援な
ど）」「就職支援（インターンシップへの参加支援など）」を柱としている。特待
生として認定されるには、共通テストで一定以上の成績を修めて合格すればよ
く、人数制限や所得制限はない。ただし、各学群の成績上位10%程度に入っ
ていなければ、特待生から外されるため、モチベーション維持が不可欠だ。アド
バンストプログラムの学生は２年次から研究室に所属できるので、先輩学生に
刺激を与え、研究活動の活性化にもつながっているという。  

注目！

CASE 
STUDY

教育力とその広報

▶「人が育つ大学」を実現するため、学群・専攻制、全科目選択制（必修科目なし）、
　クォータ制を導入。企業経験豊かな専任の教育講師制度を採用
▶「人が交わる設計」を念頭においた環境の整備

教育の特色

成果

広報

▶THE世界大学ランキング日本版2021「教育充実度」分野で中国・四国3位
　（全国の公立大学９位）など、各種調査における評判調査で教育力が評価される
▶国内外の学会で研究発表する学生が毎年延べ200人以上

▶動画配信を通じて、大学の学びを発信
▶オンラインオープンキャンパス等を
　実施し、遠方の高校生との接点を
　増やす

▶高校訪問、教員向け説明会の
　積極的な実施
▶探究学習、出前授業などを通じた
　高校との連携強化
▶各種ランキング等の活用による教育力広報

高校生 高校教員
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教育リソース

教育充実度

教育成果

国際性

分 野 スコア 順 位 参考データ

42.3

70.0

35.2

29.4-39.9

100位

58位

=86位

151-200位

外国人学生比率／1.8%

日本人学生の留学比率／2.0%

外国語で行われている講座の比率／2.6%

学生の女男比／22：78

総合

THE世界大学ランキング日本版2021の結果 

47.4 =91位 70.071.470.8

経済的支援

プログラム

特待生Sは、入学料・授業料免
除＋年間１２０万円の奨学金給
付。特待生Aは、年間６０万円の
奨学金給付

推薦入社制度がある優良企業
への応募の支援や、インターン
シップへの参加支援など

学士課程早期卒業後、修士課
程までを５年間で修了

海外への留学やインターンシッ
プへの参加支援など

主な内容

KUTアドバンストプログラムの主な内容

国際感覚醸成

就職支援

学士・修士課程
一貫教育

＊ 経済的支援は特待生として入学した学生のみが対象

特集  教育力×広報力＝募集力へ！


